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お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の
お

忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
の
確
認
も

お
忘
れ
な
く
！

3
月
27
日（
土
）・3
月
28
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

１０
日（
水
）・
１８
日（
木
）・
30
日

（
火
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

9
日（
金
）・
20
日（
火
）・
28
日

（
水
）の
予
定
で
す
。

介
護
保
険
料
９
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
９
期

納
期
限
は
３
月
31
日（
水
）で
す

月
3

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

3
月
の
支
払
日

4
月
の
支
払
日

33

人口
　男
　女
世帯

（　19）
（　11）
（　 8）
（　 3）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

6,988人
3,433人
3,555人
3,273世帯

転入  4人/  出生 0人
転出  13人/  死亡 10人

（2月1日現在）

（1月中）

下仁田町下仁田町

広
報 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２１年２０２１年 No779

月月

プライド・イン

新たなチャレンジをする

創業の地

1月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（幸　子）　
（横川榮子）
（厚　子）　
（孝　一）
（孝　典）
（古　夫）　
（　誠　）

下　町
横　間
川　井
吉　崎
横　間
土谷沢
宮　室

石田　孝司　
廣澤　八重子
内田　正明
今井　利夫
工藤　髙
赤岡　のぶ子
小瀬　かつ子

有
料
広
告

有
料
広
告

　　　　　 
地域協力隊活動報告だより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P6・7
　　　　　 
地域協力隊活動報告だより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P6・7
トピックス

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

有
料
広
告

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から下記の通り営業時間を
変更させて頂きます。※①
10：00～20：00（最終入館は19：30となります）※①当面の間

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から下記の通り営業時間を
変更させて頂きます。※①
10：00～20：00（最終入館は19：30となります）※①当面の間

営
業
時
間

急
募

皆様のお越しをスタッフ一同、お待ちしております。皆様のお越しをスタッフ一同、お待ちしております。

いっしょに働きませんか？正社員大募集!!いっしょに働きませんか？正社員大募集!!
社員　２名
①フロント担当：施設の受付業務、シフト管理、売上金管理他
②調理師：料理全般他
賃金：月給20万円～40万円、交通費支給、社会保険完備、週休二日制（シフト制）

社員　２名
①フロント担当：施設の受付業務、シフト管理、売上金管理他
②調理師：料理全般他
賃金：月給20万円～40万円、交通費支給、社会保険完備、週休二日制（シフト制）

憩いと癒しのひとときを当館で憩いと癒しのひとときを当館で

営業時間短縮のお知らせ営業時間短縮のお知らせ

地域おこし協力隊の定住と起業

ピザ店「オーダーメード」ピザ店「オーダーメード」

伝統的な下仁田ねぎの
生産方法継承による地域活性化

伝統的な下仁田ねぎの
生産方法継承による地域活性化

旧まるへい様（百珍館跡） https://www.facebook.com/tongkouduhttps://www.facebook.com/tongkoudu

３月オープン!!３月オープン!!
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
よ
り
延
期
し
た
令
和
３
年
成
人

式
は
、
感
染
症
対
策
を
整
え
た
上
で

開
催
し
ま
す
。

●
日
　
時

令
和
３
年
５
月
２
日
（
日
）

●
受
　
付
　
午
後
１
時
30
分

●
記
念
撮
影
　
午
後
２
時

●
開
　
式
　
午
後
２
時
30
分

※

時
間
等
に
つ
い
て
は
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
場
　
所

　
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

●
該
当
者

　
平
成
12
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13

年
４
月
１
日
ま
で
に
出
生
し
た
方

●
申
込
み

　
町
に
住
所
を
有
す
る
方
に
は
案
内

状
を
送
付
し
ま
す
。

　
町
に
住
所
の
な
い
方
で
、
１
月
10

日
に
予
定
し
て
い
た
成
人
式
へ
お
申

込
み
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
案
内
状

を
送
付
し
ま
す
。
（
住
所
に
変
更
が

あ
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
）

新
た
に
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
手
数
で
す
が
教
育
委
員
会
窓
口
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
（
ご
本
人
以

外
も
可
能
）

●
申
込
み
必
要
事
項

　
現
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

●
申
込
み
期
限

４
月
２
日
（
金
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係

☎
82―

２
１
１
５

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
状
況
に
よ
り
、
や
む
を
得
ず
開
催

を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
下
仁
田
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
最
新
の
情
報
を
ご

確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

令
和
３
年 
成
人
式

　
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
金

を
利
用
中
の
方
は
、
「
令
和
２
年
度
実

績
報
告
兼
補
助
金
交
付
請
求
」
及
び

「
令
和
３
年
度
補
助
金
交
付
申
請
」
の

申
請
書
等
を
、
該
当
す
る
保
護
者
等
へ

郵
送
し
ま
す
の
で
、
同
封
す
る
記
入
例

を
参
考
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
令
和

３
年
４
月
末
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
（
郵
送
で
も
可
）

※

町
の
補
助
を
受
け
る
に
は
「
補
助

金
交
付
申
請
」
「
実
績
報
告
兼
補

助
金
交
付
請
求
」
を
毎
年
度
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
本
奨
学
金
制
度
を
利
用
中
の

学
生
が
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
大
学
等

へ
進
学
す
る
場
合
は
、
ま
ず
「
登
録
内

容
の
変
更
手
続
き
」
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
保
護
者
等
が
必
要
書
類
を
役

場
へ
提
出
し
、
役
場
か
ら
受
付
後
の
書

類
が
自
宅
へ
郵
送
さ
れ
ま
し
た
ら
、
そ

の
書
類
を
持
参
の
上
、
金
融
機
関
で
奨

学
ロ
ー
ン
の
契
約
変
更
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
（
進
学
の
ほ
か
留
年
、
浪

人
、
退
学
の
場
合
も
同
様
）
。
補
助
金

交
付
申
請
は
、
金
融
機
関
と
の
契
約
締

結
後
、
役
場
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
補
助
対
象
費

奨
学
ロ
ー
ン
の
返
済
に
要
し
た
利
息

及
び
元
金
（
補
助
金
額
の
上
限
あ

り
）

●
補
助
対
象
者

・
奨
学
生
が
高
校
大
学
等
へ
在
学
し
て

い
る
保
護
者
等

・
奨
学
生
が
高
校
大
学
等
最
終
の
学
校

を
卒
業
し
た
後
、
下
仁
田
町
に
住
民

登
録
し
、
か
つ
、
実
際
に
居
住
し
て

お
り
、
奨
学
ロ
ー
ン
の
元
利
金
を
返

済
し
て
い
る
保
護
者
等

〇
補
助
金
交
付
申
請
及
び
実
績
報
告
兼

補
助
金
請
求
の
手
続
き
に
つ
い
て

【
提
出
書
類
】

⑴
奨
学
生
が
進
級
す
る
場
合
（
高
校
１

年
生
か
ら
２
年
生
に
進
級
す
る
場
合

等
）

①
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
町
税
等
納
付
確
認
書
（
様
式
第
３

号
）

③
保
護
者
等
の
本
人
確
認
書
類
の
写

し
及
び
印
鑑
（
郵
送
の
場
合
、
印

鑑
は
①
②
に
押
印
）

④
学
生
証
等
の
写
し
（
進
級
後
の
学

生
証
、
在
学
証
明
書
等
い
ず
れ
か

の
写
し
１
部
）

⑤
令
和
２
年
度
の
返
済
額
を
証
す
る

書
類
（
金
融
機
関
に
よ
る
証
明
）

⑥
奨
学
ロ
ー
ン
契
約
書
の
写
し

※

申
請
が
２
年
目
以
降
の
場
合
、
契

約
内
容
に
変
更
な
け
れ
ば
⑥
は
省

略
可
。

⑵
奨
学
生
が
進
学
す
る
場
合
（
高
校
か

ら
大
学
へ
進
学
す
る
場
合
等
）

【
登
録
内
容
変
更
に
必
要
な
書
類
】

①
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
変
更
内
容
が
確
認
で
き
る
書
類
の

写
し
（
合
格
通
知
等
）

③
保
護
者
等
の
本
人
確
認
書
類
の
写

ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
金

償
還
補
助
金
申
請
・
請
求
書
提
出
の
お
願
い

　
４
月
１
日
（
木
）
か
ら
小
中
学

校
の
登
下
校
に
合
わ
せ
、
各
路
線

下
り
便
の
午
後
５
時
以
降
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
時
間
（
平
日
）

が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
時
刻
表

を
よ
く
ご
覧
の
上
ご
乗
車
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
児
童
生
徒
が

優
先
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

●
変
更
期
間

春
夏
期
　
４
月
１
日
（
木
）
〜

９
月
15
日
（
水
）

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
時
刻
の

変
更
の
お
知
ら
せ

し
及
び
印
鑑
（
郵
送
の
場
合
、
印

鑑
は
①
に
押
印
）

※

役
場
か
ら
受
付
後
の
書
類
を
渡
し

ま
す
の
で
、
そ
の
書
類
を
持
参
の

上
、
金
融
機
関
で
奨
学
ロ
ー
ン
の

契
約
変
更
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
令
和
３
年
度
補
助
金
交
付
申

請
及
び
令
和
２
年
度
実
績
報
告
兼

補
助
金
請
求
は
、
金
融
機
関
と
の

契
約
が
完
了
し
、
「
令
和
２
年
度

の
返
済
額
を
証
す
る
書
類
」
を
金

融
機
関
で
取
得
後
、
役
場
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

【
補
助
金
交
付
申
請
及
び
実
績
報
告
兼

補
助
金
請
求
に
必
要
な
書
類
】

①
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
町
税
等
納
付
確
認
書
（
様
式
第
３

号
）

③
印
鑑
（
郵
送
の
場
合
、
印
鑑
は
①

②
に
押
印
）

④
進
学
前
の
学
校
の
卒
業
証
書
等
の

写
し

⑤
令
和
２
年
度
の
返
済
額
を
証
す
る

書
類
（
金
融
機
関
に
よ
る
証
明
）

⑥
奨
学
ロ
ー
ン
変
更
契
約
書
の
写
し

⑶
奨
学
生
が
最
終
の
学
校
を
卒
業
し
た

場
合

①
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
町
税
等
納
付
確
認
書
（
様
式
第
３

号
）

③
保
護
者
等
の
本
人
確
認
書
類
の
写

し
及
び
印
鑑
（
郵
送
の
場
合
、
印

鑑
は
①
②
に
押
印
）

④
卒
業
証
書
の
写
し

⑤
勤
務
先
の
採
用
通
知
書
等
の
写
し

（
卒
業
後
の
進
路
が
決
ま
っ
て
い

る
場
合
）

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、
町
政
の
円
滑

な
運
営
を
図
る
た
め
、
町
を
代
表

し
て
行
う
個
人
又
は
団
体
と
の
交

際
に
要
す
る
経
費
で
、
下
仁
田
町

町
長
交
際
費
支
出
規
程
の
支
出
基

準
に
基
づ
い
て
支
出
し
て
い
ま

す
。

●
令
和
２
年
度
　
町
長
交
際
費

　
町
長
交
際
費
の
支
出
状
況
に
つ

い
て
、
同
規
程
の
公
開
基
準
に
基

づ
き
公
開
し
ま
す
。

町
長
交
際
費
を

公
表
し
ま
す

（単位：円）

1

2

1月分

1月分

弔慰

弔慰

支出内容支出日 支出区分

１月分 計

(１月分)

支出金額

葬儀生花3件

葬儀香典1件

15,000

3,000

18,000

●
問
い
合
わ
せ

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス

教
育
課
　
学
校
教
育
係

☎
82―

２
１
１
５

○
し
も
に
た
バ
ス

企
画
課
　
地
域
創
生
係

☎
64―

８
８
０
９

○
運
転
管
理

上
信
ハ
イ
ヤ
ー
株
式
会
社

下
仁
田
営
業
所

☎
82―

２
４
２
９

バ
ス
事
務
所

☎
82―

５
０
３
８

⑥
令
和
２
年
度
の
返
済
額
を
証
す
る

書
類
（
金
融
機
関
に
よ
る
証
明
）

⑦
証
書
貸
付
へ
切
替
型
の
金
融
機
関

の
場
合
、
そ
の
契
約
書
の
写
し

※

⑦
に
つ
い
て
は
、
金
融
機
関
に

よ
っ
て
契
約
方
法
が
異
な
る
た

め
、
提
出
不
要
の
場
合
が
あ
り
ま

す
。

⑷
奨
学
生
が
最
終
の
学
校
を
卒
業
後
、

町
内
在
住
し
て
い
る
場
合
（
２
年
目

以
降
）

①
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
町
税
等
納
付
確
認
書
（
様
式
第
３

号
）

③
保
護
者
等
の
本
人
確
認
書
類
の
写

し
及
び
印
鑑
（
郵
送
の
場
合
、
印

鑑
は
①
②
に
押
印
）

④
在
住
確
認
書
（
様
式
Ａ
）
又
は
社

員
証
明
書
（
様
式
Ｂ
）

（
奨
学
生
が
自
営
業
者
又
は
家
族
経

営
の
社
員
は
（
様
式
Ａ
）
、
会
社

員
等
は
（
様
式
Ｂ
）
）

⑤
令
和
２
年
度
の
返
済
額
を
証
す
る

書
類
（
金
融
機
関
に
よ
る
証
明
）

⑥
証
書
貸
付
へ
切
替
型
の
金
融
機
関

の
場
合
、
そ
の
契
約
書
の
写
し

※

契
約
内
容
に
変
更
な
け
れ
ば
⑥
は

省
略
可
。
ま
た
金
融
機
関
に
よ
っ

て
契
約
方
法
が
異
な
る
た
め
、
提

出
不
要
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
地
域
創
生
係

☎
64―

８
８
０
９
（
直
通
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
対
象
者
は
順
次
個
人
宛
通
知
等
で

ご
案
内
を
し
て
い
き
ま
す
。
接
種
券
が

届
い
た
ら
、
大
切
に
保
管
し
、
案
内
に

従
っ
て
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
　
保
健
推
進
係
（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）
　
☎
82―

５
４
９
０

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

始
ま
り
ま
す

行政情報行政情報
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報しもにた

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
よ
り
延
期
し
た
令
和
３
年
成
人

式
は
、
感
染
症
対
策
を
整
え
た
上
で

開
催
し
ま
す
。

●
日
　
時

令
和
３
年
５
月
２
日
（
日
）

●
受
　
付
　
午
後
１
時
30
分

●
記
念
撮
影
　
午
後
２
時

●
開
　
式
　
午
後
２
時
30
分

※

時
間
等
に
つ
い
て
は
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
場
　
所

　
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

●
該
当
者

　
平
成
12
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13

年
４
月
１
日
ま
で
に
出
生
し
た
方

●
申
込
み

　
町
に
住
所
を
有
す
る
方
に
は
案
内

状
を
送
付
し
ま
す
。

　
町
に
住
所
の
な
い
方
で
、
１
月
10

日
に
予
定
し
て
い
た
成
人
式
へ
お
申

込
み
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
案
内
状

を
送
付
し
ま
す
。
（
住
所
に
変
更
が

あ
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
）

新
た
に
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
手
数
で
す
が
教
育
委
員
会
窓
口
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
（
ご
本
人
以

外
も
可
能
）

●
申
込
み
必
要
事
項

　
現
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

●
申
込
み
期
限

４
月
２
日
（
金
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係

☎
82―

２
１
１
５

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
状
況
に
よ
り
、
や
む
を
得
ず
開
催

を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
下
仁
田
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
最
新
の
情
報
を
ご

確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

令
和
３
年 

成
人
式

　
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
金

を
利
用
中
の
方
は
、
「
令
和
２
年
度
実

績
報
告
兼
補
助
金
交
付
請
求
」
及
び

「
令
和
３
年
度
補
助
金
交
付
申
請
」
の

申
請
書
等
を
、
該
当
す
る
保
護
者
等
へ

郵
送
し
ま
す
の
で
、
同
封
す
る
記
入
例

を
参
考
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
令
和

３
年
４
月
末
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
（
郵
送
で
も
可
）

※

町
の
補
助
を
受
け
る
に
は
「
補
助

金
交
付
申
請
」
「
実
績
報
告
兼
補

助
金
交
付
請
求
」
を
毎
年
度
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
本
奨
学
金
制
度
を
利
用
中
の

学
生
が
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
大
学
等

へ
進
学
す
る
場
合
は
、
ま
ず
「
登
録
内

容
の
変
更
手
続
き
」
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
保
護
者
等
が
必
要
書
類
を
役

場
へ
提
出
し
、
役
場
か
ら
受
付
後
の
書

類
が
自
宅
へ
郵
送
さ
れ
ま
し
た
ら
、
そ

の
書
類
を
持
参
の
上
、
金
融
機
関
で
奨

学
ロ
ー
ン
の
契
約
変
更
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
（
進
学
の
ほ
か
留
年
、
浪

人
、
退
学
の
場
合
も
同
様
）
。
補
助
金

交
付
申
請
は
、
金
融
機
関
と
の
契
約
締

結
後
、
役
場
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
補
助
対
象
費

奨
学
ロ
ー
ン
の
返
済
に
要
し
た
利
息

及
び
元
金
（
補
助
金
額
の
上
限
あ

り
）

●
補
助
対
象
者

・
奨
学
生
が
高
校
大
学
等
へ
在
学
し
て

い
る
保
護
者
等

・
奨
学
生
が
高
校
大
学
等
最
終
の
学
校

を
卒
業
し
た
後
、
下
仁
田
町
に
住
民

登
録
し
、
か
つ
、
実
際
に
居
住
し
て

お
り
、
奨
学
ロ
ー
ン
の
元
利
金
を
返

済
し
て
い
る
保
護
者
等

〇
補
助
金
交
付
申
請
及
び
実
績
報
告
兼

補
助
金
請
求
の
手
続
き
に
つ
い
て

【
提
出
書
類
】

⑴
奨
学
生
が
進
級
す
る
場
合
（
高
校
１

年
生
か
ら
２
年
生
に
進
級
す
る
場
合

等
）

①
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
町
税
等
納
付
確
認
書
（
様
式
第
３

号
）

③
保
護
者
等
の
本
人
確
認
書
類
の
写

し
及
び
印
鑑
（
郵
送
の
場
合
、
印

鑑
は
①
②
に
押
印
）

④
学
生
証
等
の
写
し
（
進
級
後
の
学

生
証
、
在
学
証
明
書
等
い
ず
れ
か

の
写
し
１
部
）

⑤
令
和
２
年
度
の
返
済
額
を
証
す
る

書
類
（
金
融
機
関
に
よ
る
証
明
）

⑥
奨
学
ロ
ー
ン
契
約
書
の
写
し

※

申
請
が
２
年
目
以
降
の
場
合
、
契

約
内
容
に
変
更
な
け
れ
ば
⑥
は
省

略
可
。

⑵
奨
学
生
が
進
学
す
る
場
合
（
高
校
か

ら
大
学
へ
進
学
す
る
場
合
等
）

【
登
録
内
容
変
更
に
必
要
な
書
類
】

①
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
変
更
内
容
が
確
認
で
き
る
書
類
の

写
し
（
合
格
通
知
等
）

③
保
護
者
等
の
本
人
確
認
書
類
の
写

ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
金

償
還
補
助
金
申
請
・
請
求
書
提
出
の
お
願
い

　
４
月
１
日
（
木
）
か
ら
小
中
学

校
の
登
下
校
に
合
わ
せ
、
各
路
線

下
り
便
の
午
後
５
時
以
降
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
時
間
（
平
日
）

が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
時
刻
表

を
よ
く
ご
覧
の
上
ご
乗
車
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
児
童
生
徒
が

優
先
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

●
変
更
期
間

春
夏
期
　
４
月
１
日
（
木
）
〜

９
月
15
日
（
水
）

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
時
刻
の

変
更
の
お
知
ら
せ

し
及
び
印
鑑
（
郵
送
の
場
合
、
印

鑑
は
①
に
押
印
）

※

役
場
か
ら
受
付
後
の
書
類
を
渡
し

ま
す
の
で
、
そ
の
書
類
を
持
参
の

上
、
金
融
機
関
で
奨
学
ロ
ー
ン
の

契
約
変
更
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
令
和
３
年
度
補
助
金
交
付
申

請
及
び
令
和
２
年
度
実
績
報
告
兼

補
助
金
請
求
は
、
金
融
機
関
と
の

契
約
が
完
了
し
、
「
令
和
２
年
度

の
返
済
額
を
証
す
る
書
類
」
を
金

融
機
関
で
取
得
後
、
役
場
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

【
補
助
金
交
付
申
請
及
び
実
績
報
告
兼

補
助
金
請
求
に
必
要
な
書
類
】

①
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
町
税
等
納
付
確
認
書
（
様
式
第
３

号
）

③
印
鑑
（
郵
送
の
場
合
、
印
鑑
は
①

②
に
押
印
）

④
進
学
前
の
学
校
の
卒
業
証
書
等
の

写
し

⑤
令
和
２
年
度
の
返
済
額
を
証
す
る

書
類
（
金
融
機
関
に
よ
る
証
明
）

⑥
奨
学
ロ
ー
ン
変
更
契
約
書
の
写
し

⑶
奨
学
生
が
最
終
の
学
校
を
卒
業
し
た

場
合

①
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
町
税
等
納
付
確
認
書
（
様
式
第
３

号
）

③
保
護
者
等
の
本
人
確
認
書
類
の
写

し
及
び
印
鑑
（
郵
送
の
場
合
、
印

鑑
は
①
②
に
押
印
）

④
卒
業
証
書
の
写
し

⑤
勤
務
先
の
採
用
通
知
書
等
の
写
し

（
卒
業
後
の
進
路
が
決
ま
っ
て
い

る
場
合
）

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、
町
政
の
円
滑

な
運
営
を
図
る
た
め
、
町
を
代
表

し
て
行
う
個
人
又
は
団
体
と
の
交

際
に
要
す
る
経
費
で
、
下
仁
田
町

町
長
交
際
費
支
出
規
程
の
支
出
基

準
に
基
づ
い
て
支
出
し
て
い
ま

す
。

●
令
和
２
年
度
　
町
長
交
際
費

　
町
長
交
際
費
の
支
出
状
況
に
つ

い
て
、
同
規
程
の
公
開
基
準
に
基

づ
き
公
開
し
ま
す
。

町
長
交
際
費
を

公
表
し
ま
す

（単位：円）

1

2

1月分

1月分

弔慰

弔慰

支出内容支出日 支出区分

１月分 計

(１月分)

支出金額

葬儀生花3件

葬儀香典1件

15,000

3,000

18,000

●
問
い
合
わ
せ

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス

教
育
課
　
学
校
教
育
係

☎
82―

２
１
１
５

○
し
も
に
た
バ
ス

企
画
課
　
地
域
創
生
係

☎
64―

８
８
０
９

○
運
転
管
理

上
信
ハ
イ
ヤ
ー
株
式
会
社

下
仁
田
営
業
所

☎
82―

２
４
２
９

バ
ス
事
務
所

☎
82―

５
０
３
８

⑥
令
和
２
年
度
の
返
済
額
を
証
す
る

書
類
（
金
融
機
関
に
よ
る
証
明
）

⑦
証
書
貸
付
へ
切
替
型
の
金
融
機
関

の
場
合
、
そ
の
契
約
書
の
写
し

※

⑦
に
つ
い
て
は
、
金
融
機
関
に

よ
っ
て
契
約
方
法
が
異
な
る
た

め
、
提
出
不
要
の
場
合
が
あ
り
ま

す
。

⑷
奨
学
生
が
最
終
の
学
校
を
卒
業
後
、

町
内
在
住
し
て
い
る
場
合
（
２
年
目

以
降
）

①
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
町
税
等
納
付
確
認
書
（
様
式
第
３

号
）

③
保
護
者
等
の
本
人
確
認
書
類
の
写

し
及
び
印
鑑
（
郵
送
の
場
合
、
印

鑑
は
①
②
に
押
印
）

④
在
住
確
認
書
（
様
式
Ａ
）
又
は
社

員
証
明
書
（
様
式
Ｂ
）

（
奨
学
生
が
自
営
業
者
又
は
家
族
経

営
の
社
員
は
（
様
式
Ａ
）
、
会
社

員
等
は
（
様
式
Ｂ
）
）

⑤
令
和
２
年
度
の
返
済
額
を
証
す
る

書
類
（
金
融
機
関
に
よ
る
証
明
）

⑥
証
書
貸
付
へ
切
替
型
の
金
融
機
関

の
場
合
、
そ
の
契
約
書
の
写
し

※

契
約
内
容
に
変
更
な
け
れ
ば
⑥
は

省
略
可
。
ま
た
金
融
機
関
に
よ
っ

て
契
約
方
法
が
異
な
る
た
め
、
提

出
不
要
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
地
域
創
生
係

☎
64―

８
８
０
９
（
直
通
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
対
象
者
は
順
次
個
人
宛
通
知
等
で

ご
案
内
を
し
て
い
き
ま
す
。
接
種
券
が

届
い
た
ら
、
大
切
に
保
管
し
、
案
内
に

従
っ
て
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
　
保
健
推
進
係
（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）
　
☎
82―

５
４
９
０

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

始
ま
り
ま
す

行政情報行政情報
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伊
勢
山
下
団
地（
G
棟
）の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
伊
勢
山
下
団
地
（
新
築
）

●
住
宅
種
別
　
町
営
住
宅

●
募
集
戸
数
　
2
戸
（
令
和
2
年
度
建
設
） 

●
間
取
り
等
　
木
造
２
階
建
、
３
D
K
（
約
76
㎡
）

●
家
賃
　
月
額
2
6
，
4
0
0
円
〜
3
9
，
4
0
0
円
（
収
入
に
よ
り
変
動

あ
り
）

●
共
益
費
（
令
和
3
年
度
浄
化
槽
等
管
理
費
）
　
月
額
3
，
6
0
0
円

●
駐
車
場
　
月
額
1
，
6
5
0
円
/
1
台

●
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

●
資
格
　
所
得
制
限
・
同

居
者
が
い
る
場
合
は
同
居

要
件
あ
り
。

●
受
付
日
時

3
月
1
日
（
月
）
〜

3
月
11
日
（
木
）
の

平
日
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

●
提
出
書
類

　
申
込
書
、
入
居
者
全
員

の
所
得
証
明
書
等
、
納
税

証
明
書
、
そ
の
他
状
況
に

よ
り
必
要
な
書
類

※
申
し
込
み
が
多
い
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
･
申
込

建
設
水
道
課
　
管
理
係
　

☎
64―

8
8
0
7

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

「
1
6
，6
1
0
円
」で
す

令
和
３
年
度

国
民
年
金

月
額
保
険
料
は

●
現
金
納
付

令
和
３
年
度
分
の
国
民
年
金
保
険

料
納
付
書
は
４
月
の
初
め
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

毎
月
納
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、

通
常
の
納
付
書
に
て
当
月
末
ま
で

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
前
納
を
希

望
さ
れ
る
場
合
、「
前
納
納
付
書
」

に
て
使
用
期
限
ま
で
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

●
口
座
振
替

１
ヵ
月
ご
と
の
通
常
振
替
の
場
合

は
翌
月
末
に
、
当
月
末
振
替
の
場

合
は
当
月
末
に
指
定
の
口
座
か
ら

引
き
落
と
し
さ
れ
ま
す
。

６
ヵ
月
前
納
、
１
年
前
納
、
２
年
前

納
を
申
し
込
ま
れ
た
場
合
、
４
月

末
に
割
引
さ
れ
た
金
額
の
保
険
料

が
指
定
の
口
座
か
ら
引
き
落
と
し

さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

高
崎
年
金
事
務
所

☎
0
2
7
―
3
2
2
―
4
2
9
9

下
仁
田
町
役
場

住
民
税
務
課
住
民
係

☎
82
―
2
1
1
2
（
直
通
）

●
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
暮
ら
し
て
い

け
る
取
り
組
み

　
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
た
頃
は

「
出
来
な
い
所
の
お
世
話
を
す
る
事
」

で
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
内
容
も
対

応
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
現
在
も
課
題
に
な
っ
て

い
る
「
介
護
職
員
の
人
材
不
足
・
介

護
人
材
の
高
齢
化
」
が
か
な
り
進
ん

で
お
り
、
自
宅
で
の
生
活
の
限
界
点

が
低
く
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
で

き
る
だ
け
自
宅
で
自
立
し
た
生
活
を

営
め
る
よ
う
、
地
域
の
医
療
・
介
護

の
専
門
職
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点

か
ら
ご
本
人
に
と
っ
て
有
効
な
支
援

方
法
な
ど
を
検
討 

す
る
場
で
す
。

　
下
仁
田
町
で
は
平
成
29
年
度
か
ら

開
催
し
て
お
り
、
医
師
・
リ
ハ
ビ
リ

職
・
薬
剤
師
・
歯
科
衛
生
士
・
栄
養

士
な
ど
が
専
門
職
と
し
て
関
わ
っ
て

お
り
ま
す
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
介

護
事
業
所
と
共
有
し
、
家
族
・
関
係

者
が
よ
り
良
い
か
か
わ
り
方
を
参
考

に
し
て
、
少
し
で
も
楽
し
み
を
も

持
っ
た
生
活
が
送
れ
る
様
に
取
り
組

み
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

☎
64―

８
８
０
４
（
直
通
）

福
祉
課
包
括
支
援
係
（
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
）

下
仁
田
町
自
立
支
援
型
地
域
ケ
ア

個
別
会
議
に
つ
い
て

行政情報行政情報

国
民
健
康
保
険

か
ら
の
お
知
ら
せ

●
加
入
・
離
脱
の
届
け
出
を
忘
れ
ず
に
！

　
職
場
の
医
療
保
険
（
健
康
保
険
や

共
済
組
合
な
ど
）
に
加
入
し
て
い
な

い
人
は
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

転
入
や
転
出
、
退
職
・
就
職
な
ど
に

よ
る
国
保
の
加
入
・
離
脱
に
は
届
け

出
が
必
要
で
す
。

●
届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

　
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、

保
険
証
が
な
い
間
の
医
療
費
は
全

額
自
己
負
担
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
離
脱
の
届
け
出
が
遅

れ
る
と
本
来
納
め
る
必
要
の
な
い

国
保
税
が
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

紛
失
等
で
保
険
証
の
再
交
付
を

希
望
す
る
場
合
は
、
公
的
機
関
が

発
行
し
た
、
顔
写
真
貼
付
の
本
人

確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
等
）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
外
国

人
住
民
の
方
は
右
記
の
も
の
以
外

に
、
在
留
カ
ー
ド
、
加
入
時
に
は

パ
ス
ポ
ー
ト
を
併
せ
て
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
国
保
係

☎
64―

８
８
０
１

住
民
税
務
課
　
住
民
係

☎
82―

２
１
１
２

他の市町村から転入してきたとき

職場の健康保険をやめたとき
または扶養家族からはずれたとき

子どもが生まれたとき

他の市町村に転出するとき

職場の健康保険に入ったとき

または、扶養家族になったとき

死亡したとき

同じ市町村内で住所が変わったとき

世帯主が変わったとき

世帯が分かれたときや一緒になったとき

氏名が変わったとき

就学のため別に住所を定めるとき

保険証を紛失したり破損したりしたとき

転出証明書、（マイナンバーカード）

社会保険離脱証明書

保険証

保険証、（マイナンバーカード）

国民健康保険証、加入した職場の健康保険証

保険証

保険証、（マイナンバーカード）

保険証

保険証

保険証

保険証、在学証明書等

本人確認書類、（破損した保険証）

こんなとき

国
保
に
加
入

す
る
と
き

国
保
を

や
め
る
と
き

そ
の
他
の
と
き

手続きに必要なもの

（　）で囲まれた必要書類は、お持ちの方のみ。

こんなときは必ず14日以内に届け出を！こんなときは必ず14日以内に届け出を！
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伊
勢
山
下
団
地（
G
棟
）の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
伊
勢
山
下
団
地
（
新
築
）

●
住
宅
種
別
　
町
営
住
宅

●
募
集
戸
数
　
2
戸
（
令
和
2
年
度
建
設
） 

●
間
取
り
等
　
木
造
２
階
建
、
３
D
K
（
約
76
㎡
）

●
家
賃
　
月
額
2
6
，
4
0
0
円
〜
3
9
，
4
0
0
円
（
収
入
に
よ
り
変
動

あ
り
）

●
共
益
費
（
令
和
3
年
度
浄
化
槽
等
管
理
費
）
　
月
額
3
，
6
0
0
円

●
駐
車
場
　
月
額
1
，
6
5
0
円
/
1
台

●
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

●
資
格
　
所
得
制
限
・
同

居
者
が
い
る
場
合
は
同
居

要
件
あ
り
。

●
受
付
日
時

3
月
1
日
（
月
）
〜

3
月
11
日
（
木
）
の

平
日
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

●
提
出
書
類

　
申
込
書
、
入
居
者
全
員

の
所
得
証
明
書
等
、
納
税

証
明
書
、
そ
の
他
状
況
に

よ
り
必
要
な
書
類

※
申
し
込
み
が
多
い
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
･
申
込

建
設
水
道
課
　
管
理
係
　

☎
64―

8
8
0
7

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

「
1
6
，6
1
0
円
」で
す

令
和
３
年
度

国
民
年
金

月
額
保
険
料
は

●
現
金
納
付

令
和
３
年
度
分
の
国
民
年
金
保
険

料
納
付
書
は
４
月
の
初
め
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

毎
月
納
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、

通
常
の
納
付
書
に
て
当
月
末
ま
で

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
前
納
を
希

望
さ
れ
る
場
合
、「
前
納
納
付
書
」

に
て
使
用
期
限
ま
で
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

●
口
座
振
替

１
ヵ
月
ご
と
の
通
常
振
替
の
場
合

は
翌
月
末
に
、
当
月
末
振
替
の
場

合
は
当
月
末
に
指
定
の
口
座
か
ら

引
き
落
と
し
さ
れ
ま
す
。

６
ヵ
月
前
納
、
１
年
前
納
、
２
年
前

納
を
申
し
込
ま
れ
た
場
合
、
４
月

末
に
割
引
さ
れ
た
金
額
の
保
険
料

が
指
定
の
口
座
か
ら
引
き
落
と
し

さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

高
崎
年
金
事
務
所

☎
0
2
7
―
3
2
2
―
4
2
9
9

下
仁
田
町
役
場

住
民
税
務
課
住
民
係

☎
82
―
2
1
1
2
（
直
通
）

●
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
暮
ら
し
て
い

け
る
取
り
組
み

　
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
た
頃
は

「
出
来
な
い
所
の
お
世
話
を
す
る
事
」

で
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
内
容
も
対

応
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
現
在
も
課
題
に
な
っ
て

い
る
「
介
護
職
員
の
人
材
不
足
・
介

護
人
材
の
高
齢
化
」
が
か
な
り
進
ん

で
お
り
、
自
宅
で
の
生
活
の
限
界
点

が
低
く
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
で

き
る
だ
け
自
宅
で
自
立
し
た
生
活
を

営
め
る
よ
う
、
地
域
の
医
療
・
介
護

の
専
門
職
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点

か
ら
ご
本
人
に
と
っ
て
有
効
な
支
援

方
法
な
ど
を
検
討 

す
る
場
で
す
。

　
下
仁
田
町
で
は
平
成
29
年
度
か
ら

開
催
し
て
お
り
、
医
師
・
リ
ハ
ビ
リ

職
・
薬
剤
師
・
歯
科
衛
生
士
・
栄
養

士
な
ど
が
専
門
職
と
し
て
関
わ
っ
て

お
り
ま
す
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
介

護
事
業
所
と
共
有
し
、
家
族
・
関
係

者
が
よ
り
良
い
か
か
わ
り
方
を
参
考

に
し
て
、
少
し
で
も
楽
し
み
を
も

持
っ
た
生
活
が
送
れ
る
様
に
取
り
組

み
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

☎
64―

８
８
０
４
（
直
通
）

福
祉
課
包
括
支
援
係
（
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
）

下
仁
田
町
自
立
支
援
型
地
域
ケ
ア

個
別
会
議
に
つ
い
て

行政情報行政情報

国
民
健
康
保
険

か
ら
の
お
知
ら
せ

●
加
入
・
離
脱
の
届
け
出
を
忘
れ
ず
に
！

　
職
場
の
医
療
保
険
（
健
康
保
険
や

共
済
組
合
な
ど
）
に
加
入
し
て
い
な

い
人
は
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

転
入
や
転
出
、
退
職
・
就
職
な
ど
に

よ
る
国
保
の
加
入
・
離
脱
に
は
届
け

出
が
必
要
で
す
。

●
届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

　
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、

保
険
証
が
な
い
間
の
医
療
費
は
全

額
自
己
負
担
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
離
脱
の
届
け
出
が
遅

れ
る
と
本
来
納
め
る
必
要
の
な
い

国
保
税
が
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

紛
失
等
で
保
険
証
の
再
交
付
を

希
望
す
る
場
合
は
、
公
的
機
関
が

発
行
し
た
、
顔
写
真
貼
付
の
本
人

確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
等
）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
外
国

人
住
民
の
方
は
右
記
の
も
の
以
外

に
、
在
留
カ
ー
ド
、
加
入
時
に
は

パ
ス
ポ
ー
ト
を
併
せ
て
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
国
保
係

☎
64―

８
８
０
１

住
民
税
務
課
　
住
民
係

☎
82―

２
１
１
２

他の市町村から転入してきたとき

職場の健康保険をやめたとき
または扶養家族からはずれたとき

子どもが生まれたとき

他の市町村に転出するとき

職場の健康保険に入ったとき

または、扶養家族になったとき

死亡したとき

同じ市町村内で住所が変わったとき

世帯主が変わったとき

世帯が分かれたときや一緒になったとき

氏名が変わったとき

就学のため別に住所を定めるとき

保険証を紛失したり破損したりしたとき

転出証明書、（マイナンバーカード）

社会保険離脱証明書

保険証

保険証、（マイナンバーカード）

国民健康保険証、加入した職場の健康保険証

保険証

保険証、（マイナンバーカード）

保険証

保険証

保険証

保険証、在学証明書等

本人確認書類、（破損した保険証）

こんなとき

国
保
に
加
入

す
る
と
き

国
保
を

や
め
る
と
き

そ
の
他
の
と
き

手続きに必要なもの

（　）で囲まれた必要書類は、お持ちの方のみ。

こんなときは必ず14日以内に届け出を！こんなときは必ず14日以内に届け出を！
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篠原司さん 27歳
（東京都出身）

地域協力隊活動報告地域協力隊活動報告

①今年度はコロナウイルスが猛威を振るい中止となるイベントがほとんどでし
たが、昨年度までは農作業研修に従事する傍ら、下仁田町に移住する仲間を
募集する活動や下仁田町内外のさまざまなイベントに参加させて頂きまし
た。中には全国ねぎサミットや目黒さんま祭りといった群馬県外の方々への
ＰＲ活動にも参加させていただきました。
②農家さんの仕事を何も知らない状態で移住した中で親切に接して下さったす
べての方に感謝の気持ちでいっぱいです。また、下仁田ねぎ祭りにて「子ど
も縁日」として射的や輪投げのブースを出展させていただいたことや、下仁
田小学校の３年生によるこんにゃく芋植え付け、収穫体験授業。放課後こど
も教室のさつまいも収穫体験にお手伝いとして参加させていただいたこと
等、農業教育の面で貴重で心豊かになるような体験に参加させて頂いたこと
が心に残っています。
③今後は農業に従事しつつ、複数の仕事をもって下仁田町で生活できたらと考
えています。これまでの経験を生かして教育に関する知識も追々還元してい
けたらと思います。

下仁田葱をはじめとした
伝統的な特産物の栽培と継承

MISS
ON

MISS
ON

MISS
ON

MISS
ON

①これまでの活動
②下仁田での思い出
③今後の展開

INTERVIEWINTERVIEW

INTERVIEW
項目

澤祐介さん 43歳
（埼玉県出身）

①下仁田ネギや椎茸農家さんへ研修に行っております
②（下仁田町の印象）空気が澄んでいて、景色や夜空がきれい。
③これから少しずつ畑を借りていき、下仁田ネギをはじめ様々な野菜にチャレ
ンジしていきたいと思います。

　下仁田に来て約3か月、研修先や関係してくださった方々にとても親切にし
ていただきとても感謝しております。農業で定住していくことが、協力隊と
してのミッションであり、携わってくださっている皆さまへのお返しである
ことを信じ、これからも頑張っていきたいと思いますのでよろしくお願いし
ます。

下仁田ネギをはじめ
伝統野菜の生産方法の習得

MISS
ON

MISS
ON

①これまでの活動
②下仁田での思い出
③今後の展開
※②は澤さんについては下仁田町の
印象をコメント

INTERVIEW
項目

樋口篤さん 42歳
（神奈川県出身）

①地域高齢者の訪問・見守り、地域活動への参加
②初めて下仁田町へ来た時の心を落ち着かせる風景は忘れられません。また神奈川から来た見ず知らずの自分を暖かく迎
え入れてくださり、畑でできたお野菜をたくさんいただきました。また初めての一人暮らしで大変な時や、困った時に
助けてくださった下仁田の人たちには感謝の気持ちでいっぱいです。東京で働いていたら学べなかったことをたくさん
身に付けることができた3年間でした。
③地域おこし協力隊の任期は終わってしまいましたが、今後も下仁田町に住み続けていけるように頑張ります。これから
は下仁田町の食材を使ったピザ屋をやり、下仁田の魅力を町外の人に発信していくとともに、皆様が気軽に立ち寄り一
息つけるお店作りを目指していきます。こんな空間になったらいいな、という想いを聞かせてください。また協力隊と
して農業に従事している篠原君と澤さんとも連携し、ピザ屋で使う食材を作ってもらい利用することで、協力隊の定住
に少しでも力になれればと考えています。私が経営する「オーダーメイド」というピザ屋は多くの方の協力のもとにあ
ります。親切で協力的な方の多い下仁田町だからこそできたと思っています。これまで受けた御恩を少しずつでもお返
ししていけるよう全力を尽くしていきます。

生活支援
コーディネーター

①これまでの活動②下仁田での思い出
③今後の展開

INTERVIE
W

項目
INTERVIEWINTERVIEW

INTERVIEWINTERVIEW

地域協力隊活動報告だより地域協力隊活動報告だより

　
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
毎

年
４
月
１
日
現
在
で
車
検
証
に
登

録
さ
れ
て
い
る
自
動
車
の
所
有
者

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
自
動
車
を
下
取
り
に
出
し
た
場

合
や
転
居
し
た
場
合
な
ど
は
、
運

輸
支
局
で
変
更
等
の
手
続
き
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
手
続
き
を

済
ま
せ
な
い
と
、
既
に
使
用
し
て

い
な
い
自
動
車
の
税
金
を
納
め
る

こ
と
に
な
っ
た
り
、
転
居
先
に
納

税
通
知
書
が
届
か
な
い
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
変

更
の
手
続
き
は
、
お
早
め
に
済
ま

自
動
車
の
名
義
変
更
・
住
所
変
更
・

抹
消
登
録
は
３
月
中
に
！

自
動
車
の
名
義
変
更
・
住
所
変
更
・

抹
消
登
録
は
３
月
中
に
！せ

て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

◯
自
動
車
税
（
種
別
割
）
に
つ
い
て

　
群
馬
県
富
岡
行
政
県
税
事
務
所

県
税
課

☎
０
２
７
４―

６
３―

２
２
４
５

◯
運
輸
支
局
で
の
登
録
手
続
に
つ

い
て

　
群
馬
運
輸
支
局
登
録
関
係
ヘ
ル

プ
デ
ス
ク

☎
０
５
０―

５
５
４
０―

２
０
２
１

　
甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
で

は
、
４
月
か
ら
臨
時
職
員
（
会
計
年

度
任
用
職
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

●
業
務
内
容

　一
般
廃
棄
物
処
理

施
設
（
ご
み
焼
却
・
ご
み
資
源
化

施
設
、
し
尿
処
理
施
設
等
）
の
現

場
作
業
、
又
は
ご
み
等
の
廃
棄
物

搬
入
の
受
付
業
務

●
募
集
人
数
　
若
干
名

●
採
用
期
間
　
令
和
３
年
４
月
１

日
か
ら
令
和
４
年
３
月
31
日

●
給
与
　
組
合
規
定
に
よ
り
支
給

●
福
利
厚
生
　
任
用
形
態
に
よ

り
、
社
会
保
険
等
加
入

●
申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴
書

に
、
必
要
事
項
を
記
入
（
写
真
貼

付
）
の
上
、
組
合
事
務
局
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
（
郵
送
不
可
）

●
申
込
期
間
　
令
和
３
年
３
月
１

日
（
月
）
か
ら
３
月
19
日
（
金
）
ま

で
の
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

※

書
類
審
査
後
面
接
日
を
連
絡
予
定

●
問
い
合
わ
せ

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
事

務
局
　
☎
64―

８
８
１
１

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）
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篠原司さん 27歳
（東京都出身）

地域協力隊活動報告地域協力隊活動報告

①今年度はコロナウイルスが猛威を振るい中止となるイベントがほとんどでし
たが、昨年度までは農作業研修に従事する傍ら、下仁田町に移住する仲間を
募集する活動や下仁田町内外のさまざまなイベントに参加させて頂きまし
た。中には全国ねぎサミットや目黒さんま祭りといった群馬県外の方々への
ＰＲ活動にも参加させていただきました。
②農家さんの仕事を何も知らない状態で移住した中で親切に接して下さったす
べての方に感謝の気持ちでいっぱいです。また、下仁田ねぎ祭りにて「子ど
も縁日」として射的や輪投げのブースを出展させていただいたことや、下仁
田小学校の３年生によるこんにゃく芋植え付け、収穫体験授業。放課後こど
も教室のさつまいも収穫体験にお手伝いとして参加させていただいたこと
等、農業教育の面で貴重で心豊かになるような体験に参加させて頂いたこと
が心に残っています。
③今後は農業に従事しつつ、複数の仕事をもって下仁田町で生活できたらと考
えています。これまでの経験を生かして教育に関する知識も追々還元してい
けたらと思います。

下仁田葱をはじめとした
伝統的な特産物の栽培と継承

MISS
ON

MISS
ON

MISS
ON

MISS
ON

①これまでの活動
②下仁田での思い出
③今後の展開

INTERVIEWINTERVIEW

INTERVIEW
項目

澤祐介さん 43歳
（埼玉県出身）

①下仁田ネギや椎茸農家さんへ研修に行っております
②（下仁田町の印象）空気が澄んでいて、景色や夜空がきれい。
③これから少しずつ畑を借りていき、下仁田ネギをはじめ様々な野菜にチャレ
ンジしていきたいと思います。

　下仁田に来て約3か月、研修先や関係してくださった方々にとても親切にし
ていただきとても感謝しております。農業で定住していくことが、協力隊と
してのミッションであり、携わってくださっている皆さまへのお返しである
ことを信じ、これからも頑張っていきたいと思いますのでよろしくお願いし
ます。

下仁田ネギをはじめ
伝統野菜の生産方法の習得

MISS
ON

MISS
ON

①これまでの活動
②下仁田での思い出
③今後の展開
※②は澤さんについては下仁田町の
印象をコメント

INTERVIEW
項目

樋口篤さん 42歳
（神奈川県出身）

①地域高齢者の訪問・見守り、地域活動への参加
②初めて下仁田町へ来た時の心を落ち着かせる風景は忘れられません。また神奈川から来た見ず知らずの自分を暖かく迎
え入れてくださり、畑でできたお野菜をたくさんいただきました。また初めての一人暮らしで大変な時や、困った時に
助けてくださった下仁田の人たちには感謝の気持ちでいっぱいです。東京で働いていたら学べなかったことをたくさん
身に付けることができた3年間でした。
③地域おこし協力隊の任期は終わってしまいましたが、今後も下仁田町に住み続けていけるように頑張ります。これから
は下仁田町の食材を使ったピザ屋をやり、下仁田の魅力を町外の人に発信していくとともに、皆様が気軽に立ち寄り一
息つけるお店作りを目指していきます。こんな空間になったらいいな、という想いを聞かせてください。また協力隊と
して農業に従事している篠原君と澤さんとも連携し、ピザ屋で使う食材を作ってもらい利用することで、協力隊の定住
に少しでも力になれればと考えています。私が経営する「オーダーメイド」というピザ屋は多くの方の協力のもとにあ
ります。親切で協力的な方の多い下仁田町だからこそできたと思っています。これまで受けた御恩を少しずつでもお返
ししていけるよう全力を尽くしていきます。

生活支援
コーディネーター

①これまでの活動②下仁田での思い出
③今後の展開

INTERVIE
W

項目
INTERVIEWINTERVIEW

INTERVIEWINTERVIEW

地域協力隊活動報告だより地域協力隊活動報告だより

　
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
毎

年
４
月
１
日
現
在
で
車
検
証
に
登

録
さ
れ
て
い
る
自
動
車
の
所
有
者

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
自
動
車
を
下
取
り
に
出
し
た
場

合
や
転
居
し
た
場
合
な
ど
は
、
運

輸
支
局
で
変
更
等
の
手
続
き
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
手
続
き
を

済
ま
せ
な
い
と
、
既
に
使
用
し
て

い
な
い
自
動
車
の
税
金
を
納
め
る

こ
と
に
な
っ
た
り
、
転
居
先
に
納

税
通
知
書
が
届
か
な
い
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
変

更
の
手
続
き
は
、
お
早
め
に
済
ま

自
動
車
の
名
義
変
更
・
住
所
変
更
・

抹
消
登
録
は
３
月
中
に
！

自
動
車
の
名
義
変
更
・
住
所
変
更
・

抹
消
登
録
は
３
月
中
に
！せ

て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

◯
自
動
車
税
（
種
別
割
）
に
つ
い
て

　
群
馬
県
富
岡
行
政
県
税
事
務
所

県
税
課

☎
０
２
７
４―

６
３―

２
２
４
５

◯
運
輸
支
局
で
の
登
録
手
続
に
つ

い
て

　
群
馬
運
輸
支
局
登
録
関
係
ヘ
ル

プ
デ
ス
ク

☎
０
５
０―

５
５
４
０―

２
０
２
１

　
甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
で

は
、
４
月
か
ら
臨
時
職
員
（
会
計
年

度
任
用
職
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

●
業
務
内
容

　一
般
廃
棄
物
処
理

施
設
（
ご
み
焼
却
・
ご
み
資
源
化

施
設
、
し
尿
処
理
施
設
等
）
の
現

場
作
業
、
又
は
ご
み
等
の
廃
棄
物

搬
入
の
受
付
業
務

●
募
集
人
数
　
若
干
名

●
採
用
期
間
　
令
和
３
年
４
月
１

日
か
ら
令
和
４
年
３
月
31
日

●
給
与
　
組
合
規
定
に
よ
り
支
給

●
福
利
厚
生
　
任
用
形
態
に
よ

り
、
社
会
保
険
等
加
入

●
申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴
書

に
、
必
要
事
項
を
記
入
（
写
真
貼

付
）
の
上
、
組
合
事
務
局
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
（
郵
送
不
可
）

●
申
込
期
間
　
令
和
３
年
３
月
１

日
（
月
）
か
ら
３
月
19
日
（
金
）
ま

で
の
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

※

書
類
審
査
後
面
接
日
を
連
絡
予
定

●
問
い
合
わ
せ

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
事

務
局
　
☎
64―

８
８
１
１

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）
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身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　
２
０
２
０
年
２
月
に
行
わ
れ
た
農

林
業
セ
ン
サ
ス
の
実
施
に
際
し
て
、

そ
の
指
導
及
び
調
査
の
実
施
に
創
意

工
夫
が
あ
り
統
計
指
導
員
の
事
務
に

誤
り
が
な
く
極
め
て
優
秀
だ
っ
た
方

へ
授
与
さ
れ
る
「
農
林
業
セ
ン
サ
ス

功
績
者
農
林
水
産
大
臣
表
彰
」
に
、

当
町
か
ら
佐
俣
修
一
さ
ん
（
馬
山
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
年
、
統
計
調
査
員
と
し

て
各
種
統
計
調
査
の
円
滑
な
実
施
に

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
方
に
授
与

さ
れ
る
功
労
者
表
彰
（
知
事
表
彰
）

に
大
澤
善
正
さ
ん
（
馬
山
）
、
感
謝

状
贈
呈
に
岩
井
久
さ
ん
（
西
野

牧
）
、
神
戸
武
夫
さ
ん
（
青
倉
）
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
統
計

調
査
へ
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

農
林
業
セ
ン
サ
ス
功
績
者
農
林
水
産
大
臣
表
彰

群
馬
県
統
計
功
労
者
表
彰

群
馬
県
統
計
協
会
長
感
謝
状

農
林
業
セ
ン
サ
ス
功
績
者
農
林
水
産
大
臣
表
彰

群
馬
県
統
計
功
労
者
表
彰

群
馬
県
統
計
協
会
長
感
謝
状

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
と
し
て
、
町
や
地
域
住
民
が

実
施
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必

要
な
備
品
や
集
会
施
設
の
整
備
な
ど

に
助
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福

祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
で
す
。

　
下
仁
田
荒
船
太
鼓
で
は
、
町
の
主

要
な
イ
ベ
ン
ト
等
で
使
用
す
る
和
太

鼓
の
革
張
替
え
や
設
置
台
の
購
入
を

こ
の
宝
く
じ
助
成
金
で
整
備
し
ま
し

た
。 〜

宝
く
じ
は
身
近
な
と
こ
ろ
で
役
立
っ
て
い
ま
す
〜

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

〜
宝
く
じ
は
身
近
な
と
こ
ろ
で
役
立
っ
て
い
ま
す
〜

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

１
月
26
日
、
町
と
㈱
ア
ー
キ
テ
ク

ト
（
『
荒
船
の
湯
』
運
営
会
社
）

は
、
災
害
時
に
お
け
る
指
定
避
難

所
と
し
て
『
荒
船
の
湯
』
を
利
用

で
き
る
協
定
書
を
締
結
し
ま
し

た
。

　
『
荒
船
の
湯
』
は
、
町
か
ら
の

譲
渡
後
、
施
設
の
大
幅
改
装
、
食

事
メ
ニ
ュ
ー
や
経
営
体
制
の
一
新

を
経
て
、
昨
年
10
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
地
域
防
災
力
強
化
に

ご
理
解
い
た
だ
き
、
民
間
施
設
の

避
難
所
利
用
に
関
す
る
協
定
締
結

と
な
り
ま
し
た
。

『
荒
船
の
湯
』
を
災
害
時
避
難
施
設
に

㈱
ア
ー
キ
テ
ク
ト
と
協
定
締
結

『
荒
船
の
湯
』
を
災
害
時
避
難
施
設
に

㈱
ア
ー
キ
テ
ク
ト
と
協
定
締
結

善
意
の
紹
介

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
へ
の
寄
付

　
第
一
石
鹸
（
株
）

　
　
代
表
取
締
役
社
長
　
神
谷
哲
也
　
様
（
板
倉
町
）

　
　
品
目
　
自
社
製
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
詰
替
用
１
ケ
ー
ス
（
36
袋
）

　
令
和
３
年
あ
ぶ
だ
福
寿
草
の
里

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
無
人
営
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
を
し
た
う

え
で
、
ご
観
賞
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
福
寿
草
ま
つ
り
は
中
止
と
な

り
ま
す
。
開
催
概
要
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。

●
開
園
期
間

令
和
３
年
２
月
12
日
（
金
）

〜
３
月
20
日
（
土
）

あ
ぶ
だ
福
寿
草
の
里
に
つ
い
て

●
開
園
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

●
協
力
費

・
大
人
　
　
３
０
０
円

・
小
学
生
　
１
０
０
円

・
小
学
生
未
満
　
無
料

※

本
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
無
人
営

業
の
た
め
、
募
金
箱
を
設
置
し
て

い
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
　
☎
64―

８
８
０
５

農林水産大臣表彰
佐俣　修一さん
農林水産大臣表彰
佐俣　修一さん

群馬県統計功労者表彰
大澤　善正さん

群馬県統計功労者表彰
大澤　善正さん

群馬県統計協会長感謝状
岩井　久さん

群馬県統計協会長感謝状
岩井　久さん

群馬県統計協会長感謝状
神戸　武夫さん

群馬県統計協会長感謝状
神戸　武夫さん

3月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

3/18（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

3/17（水）

１０：００～１１：３０
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TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　
２
０
２
０
年
２
月
に
行
わ
れ
た
農

林
業
セ
ン
サ
ス
の
実
施
に
際
し
て
、

そ
の
指
導
及
び
調
査
の
実
施
に
創
意

工
夫
が
あ
り
統
計
指
導
員
の
事
務
に

誤
り
が
な
く
極
め
て
優
秀
だ
っ
た
方

へ
授
与
さ
れ
る
「
農
林
業
セ
ン
サ
ス

功
績
者
農
林
水
産
大
臣
表
彰
」
に
、

当
町
か
ら
佐
俣
修
一
さ
ん
（
馬
山
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
年
、
統
計
調
査
員
と
し

て
各
種
統
計
調
査
の
円
滑
な
実
施
に

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
方
に
授
与

さ
れ
る
功
労
者
表
彰
（
知
事
表
彰
）

に
大
澤
善
正
さ
ん
（
馬
山
）
、
感
謝

状
贈
呈
に
岩
井
久
さ
ん
（
西
野

牧
）
、
神
戸
武
夫
さ
ん
（
青
倉
）
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
統
計

調
査
へ
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

農
林
業
セ
ン
サ
ス
功
績
者
農
林
水
産
大
臣
表
彰

群
馬
県
統
計
功
労
者
表
彰

群
馬
県
統
計
協
会
長
感
謝
状

農
林
業
セ
ン
サ
ス
功
績
者
農
林
水
産
大
臣
表
彰

群
馬
県
統
計
功
労
者
表
彰

群
馬
県
統
計
協
会
長
感
謝
状

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
と
し
て
、
町
や
地
域
住
民
が

実
施
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必

要
な
備
品
や
集
会
施
設
の
整
備
な
ど

に
助
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福

祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
で
す
。

　
下
仁
田
荒
船
太
鼓
で
は
、
町
の
主

要
な
イ
ベ
ン
ト
等
で
使
用
す
る
和
太

鼓
の
革
張
替
え
や
設
置
台
の
購
入
を

こ
の
宝
く
じ
助
成
金
で
整
備
し
ま
し

た
。 〜

宝
く
じ
は
身
近
な
と
こ
ろ
で
役
立
っ
て
い
ま
す
〜

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

〜
宝
く
じ
は
身
近
な
と
こ
ろ
で
役
立
っ
て
い
ま
す
〜

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

１
月
26
日
、
町
と
㈱
ア
ー
キ
テ
ク

ト
（
『
荒
船
の
湯
』
運
営
会
社
）

は
、
災
害
時
に
お
け
る
指
定
避
難

所
と
し
て
『
荒
船
の
湯
』
を
利
用

で
き
る
協
定
書
を
締
結
し
ま
し

た
。

　
『
荒
船
の
湯
』
は
、
町
か
ら
の

譲
渡
後
、
施
設
の
大
幅
改
装
、
食

事
メ
ニ
ュ
ー
や
経
営
体
制
の
一
新

を
経
て
、
昨
年
10
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
地
域
防
災
力
強
化
に

ご
理
解
い
た
だ
き
、
民
間
施
設
の

避
難
所
利
用
に
関
す
る
協
定
締
結

と
な
り
ま
し
た
。

『
荒
船
の
湯
』
を
災
害
時
避
難
施
設
に

㈱
ア
ー
キ
テ
ク
ト
と
協
定
締
結

『
荒
船
の
湯
』
を
災
害
時
避
難
施
設
に

㈱
ア
ー
キ
テ
ク
ト
と
協
定
締
結

善
意
の
紹
介

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
へ
の
寄
付

　
第
一
石
鹸
（
株
）

　
　
代
表
取
締
役
社
長
　
神
谷
哲
也
　
様
（
板
倉
町
）

　
　
品
目
　
自
社
製
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
詰
替
用
１
ケ
ー
ス
（
36
袋
）

　
令
和
３
年
あ
ぶ
だ
福
寿
草
の
里

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
無
人
営
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
を
し
た
う

え
で
、
ご
観
賞
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
福
寿
草
ま
つ
り
は
中
止
と
な

り
ま
す
。
開
催
概
要
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。

●
開
園
期
間

令
和
３
年
２
月
12
日
（
金
）

〜
３
月
20
日
（
土
）

あ
ぶ
だ
福
寿
草
の
里
に
つ
い
て

●
開
園
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

●
協
力
費

・
大
人
　
　
３
０
０
円

・
小
学
生
　
１
０
０
円

・
小
学
生
未
満
　
無
料

※

本
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
無
人
営

業
の
た
め
、
募
金
箱
を
設
置
し
て

い
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
　
☎
64―

８
８
０
５

農林水産大臣表彰
佐俣　修一さん
農林水産大臣表彰
佐俣　修一さん

群馬県統計功労者表彰
大澤　善正さん

群馬県統計功労者表彰
大澤　善正さん

群馬県統計協会長感謝状
岩井　久さん

群馬県統計協会長感謝状
岩井　久さん

群馬県統計協会長感謝状
神戸　武夫さん

群馬県統計協会長感謝状
神戸　武夫さん

3月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

3/18（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

3/17（水）

１０：００～１１：３０
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り
群
馬
県
立
自
然
史
博
物
館

企
画
展
で
ジ
オ
パ
ー
ク
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た

群
馬
県
立
自
然
史
博
物
館

企
画
展
で
ジ
オ
パ
ー
ク
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

　
令
和
3
年
1
月
23
日（
土
）〜
2
月
14

日（
日
）に
開
催
さ
れ
た
富
岡
の
群
馬
県

立
自
然
史
博
物
館
企
画
展『
群
馬
の
自

然
の「
い
ま
」を
伝
え
る
』に
参
加
し
、下

仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
に
つ
い
て
ポ
ス

タ
ー
展
示
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、下
仁

田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会
も
ジ
オ
の
日
清
掃
活

動
や
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
実
践
を
ポ
ス
タ
ー

に
し
て
成
果
発
表
し
ま
し
た
。

　
本
企
画
展
は
、県
内
の
自
然
に
か
か
わ

る
各
種
団
体
が
ポ
ス
タ
ー
発
表
し
、下
仁

田
町
内
で
活
動
す
る「
中
小
坂
鉄
山
研

究
会
」「
下
仁
田
自
然
学
校
」「
ぐ
ん
ま
鉱

山
研
究
会
」な
ど
の
活
動
成
果
や
神
津
牧

場
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
野
生
動
物
の
研

究
、川
井
区
の
防
災
の
取
り
組
み
な
ど
も

ポ
ス
タ
ー
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時

３
月
20
日
（
土
）
午
前
８
時
か
ら

●
集
合
　
青
岩
公
園

●
清
掃
場
所
　
「
青
岩
公
園
」
周
辺

●
持
ち
物
　
軍
手
、
長
靴
等
作
業
し
や

す
い
服
装

※
マ
ス
ク
着
用
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し
ま

す
。

※
清
掃
活
動
終
了
後
に
、
ミ
ニ
ジ
オ
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
の

た
め
、
マ
ス
ク
着
用
・
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
企
画
展
　
下
仁
田
町
の
奇
岩
・
絶
景

の
秘
密
―
巨
大
な
本
宿
陥
没
―
開
催
中

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が
祝

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
入
館
料

大
人
　
　
　
　
2
0
0
円

高
校
生
以
下
　
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０

行
事
報
告

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

3
月
の
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
は

“ 青
岩
公
園 
” で
す
! !

3
月
の
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
は

“ 青
岩
公
園 
” で
す
! !

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

　
中
山
道
の
脇
往
還
姫
街
道
・
下
仁

田
道
の
一
つ
内
山
道
は
、
古
く
よ
り

佐
久
米
の
流
通
の
盛
ん
で
あ
っ
た
道

で
、
下
仁
田
町
一
帯
は
そ
の
恩
恵
に

浴
し
て
来
ま
し
た
。
今
は
、
国
道
２

５
４
号
と
し
て
西
日
本
へ
の
重
要
な

交
通
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
山
峡

は
、
コ
ス
モ
ス
街
道
と
し
て
有
名
と

な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
谷
の
景
色
は

抜
群
で
左
右
の
岩
山
一
帯
に
は
奇

岩
・
怪
石
が
峰
を
連
ね
て
迎
え
て
く

れ
ま
す
。

　
内
山
峡
の
西
端
の
国
道
端
に
あ
る

肬
水
（
い
ぼ
み
ず
）
神
社
境
内
の
岩

壁
に
は
、
安
政
５
年
（
１
８
５
８
）

渋
沢
栄
一
18
才
と
、
10
才
年
上
の
従

兄
の
尾
高
新
五
郎
（
惇
忠
）
が
藍

玉
、
増
殖
、
養
蚕
の
仕
事
で
信
州
方

面
へ
旅
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、

内
山
渓
谷
の
素
晴
ら
し
い
景
色
に
感

動
す
る
と
と
も
に
、
人
生
の
有
り
方

を
漢
詩
で
綴
っ
た
詩
碑
が
昭
和
15
年

（
１
９
４
０
）
に
建
立
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
２
月
よ
り
放
送
開
始
と
な
り
ま
し

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
青
天
を

衝
け
」
で
、
こ
こ
の
詩
碑
や
自
然
の

情
景
が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
山
道
の
脇
往
還
姫
街
道
・
下
仁

田
道
の
一
つ
内
山
道
は
、
古
く
よ
り

佐
久
米
の
流
通
の
盛
ん
で
あ
っ
た
道

で
、
下
仁
田
町
一
帯
は
そ
の
恩
恵
に

浴
し
て
来
ま
し
た
。
今
は
、
国
道
２

５
４
号
と
し
て
西
日
本
へ
の
重
要
な

交
通
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
山
峡

は
、
コ
ス
モ
ス
街
道
と
し
て
有
名
と

な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
谷
の
景
色
は

抜
群
で
左
右
の
岩
山
一
帯
に
は
奇

岩
・
怪
石
が
峰
を
連
ね
て
迎
え
て
く

れ
ま
す
。

　
内
山
峡
の
西
端
の
国
道
端
に
あ
る

肬
水
（
い
ぼ
み
ず
）
神
社
境
内
の
岩

壁
に
は
、
安
政
５
年
（
１
８
５
８
）

渋
沢
栄
一
18
才
と
、
10
才
年
上
の
従

兄
の
尾
高
新
五
郎
（
惇
忠
）
が
藍

玉
、
増
殖
、
養
蚕
の
仕
事
で
信
州
方

面
へ
旅
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、

内
山
渓
谷
の
素
晴
ら
し
い
景
色
に
感

動
す
る
と
と
も
に
、
人
生
の
有
り
方

を
漢
詩
で
綴
っ
た
詩
碑
が
昭
和
15
年

（
１
９
４
０
）
に
建
立
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
２
月
よ
り
放
送
開
始
と
な
り
ま
し

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
青
天
を

衝
け
」
で
、
こ
こ
の
詩
碑
や
自
然
の

情
景
が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
の
父
は
こ
の
詩
碑
が
内
山
峡
に

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
て
、
昭
和
30

年
に
自
転
車
で
同
地
を
訪
れ
て
、
詩

を
書
き
取
っ
て
書
帖
に
筆
で
書
き
直

し
た
も
の
が
書
斎
に
残
っ
て
い
ま

す
。
私
も
、
よ
い
機
会
と
思
い
ま
し

て
、
父
が
書
き
残
し
ま
し
た
漢
詩
に

つ
い
て
の
学
習
を
深
め
よ
う
と
心
に

誓
い
ま
し
た
。

　
こ
の
詩
碑
は
、
縦
１
３
０
㎝×

横

２
２
５
㎝
、
詩
の
全
文
は
２
４
５
字

で
、
詩
の
前
半
は
内
山
峡
の
景
色
の

絶
景
を
、
後
半
は
人
の
道
は
左
右
に

偏
ら
ず
に
、
人
と
し
て
の
本
当
の
生

き
方
は
そ
の
中
間
に
あ
る
と
記
し
て

あ
り
ま
す
。
碑
面
の
文
字
は
、
地
元

の
書
家
木
内
敬
篤
の
見
事
な
書
で

す
。

　
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
大
き
な
詩
碑

の
右
側
に
は
、
「
子
爵
青
淵
（
せ
い

え
ん
）
先
生
十
九
歳
に
し
て
内
山
峡

を
過
り
絶
唱
し
て
此
詩
を
賦
せ
ら

る
、
一
誦
し
て
九
十
二
歳
の
終
生
を

一
貫
せ
る
道
徳
経
済
合
一
の
大
義
が

既
に
胚
胎
（
は
い
た
い
）
せ
る
を
知

る
べ
く
、
再
吟
（
さ
い
ぎ
ん
）
し
て

明
治
・
大
正
・
昭
和
に
亘
り
一
世
に

高
か
り
し
功
業
徳
望
の
由
来
す
る
所

　
私
の
父
は
こ
の
詩
碑
が
内
山
峡
に

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
て
、
昭
和
30

年
に
自
転
車
で
同
地
を
訪
れ
て
、
詩

を
書
き
取
っ
て
書
帖
に
筆
で
書
き
直

し
た
も
の
が
書
斎
に
残
っ
て
い
ま

す
。
私
も
、
よ
い
機
会
と
思
い
ま
し

て
、
父
が
書
き
残
し
ま
し
た
漢
詩
に

つ
い
て
の
学
習
を
深
め
よ
う
と
心
に

誓
い
ま
し
た
。

　
こ
の
詩
碑
は
、
縦
１
３
０
㎝×

横

２
２
５
㎝
、
詩
の
全
文
は
２
４
５
字

で
、
詩
の
前
半
は
内
山
峡
の
景
色
の

絶
景
を
、
後
半
は
人
の
道
は
左
右
に

偏
ら
ず
に
、
人
と
し
て
の
本
当
の
生

き
方
は
そ
の
中
間
に
あ
る
と
記
し
て

あ
り
ま
す
。
碑
面
の
文
字
は
、
地
元

の
書
家
木
内
敬
篤
の
見
事
な
書
で

す
。

　
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
大
き
な
詩
碑

の
右
側
に
は
、
「
子
爵
青
淵
（
せ
い

え
ん
）
先
生
十
九
歳
に
し
て
内
山
峡

を
過
り
絶
唱
し
て
此
詩
を
賦
せ
ら

る
、
一
誦
し
て
九
十
二
歳
の
終
生
を

一
貫
せ
る
道
徳
経
済
合
一
の
大
義
が

既
に
胚
胎
（
は
い
た
い
）
せ
る
を
知

る
べ
く
、
再
吟
（
さ
い
ぎ
ん
）
し
て

明
治
・
大
正
・
昭
和
に
亘
り
一
世
に

高
か
り
し
功
業
徳
望
の
由
来
す
る
所

を
感
得
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
、
因
っ
て

郷
人
有
志
相
謀
り
、
茲
に
厳
碑
を
鑿

立
（
さ
く
り
つ
）
し
て
景
仰
（
け
い

ぎ
ょ
う
）
の
意
を
致
す
と
云
（※

２

か
所
の
年
齢
は
数
え
年
）
」
と
建
立

の
趣
旨
を
刻
み
こ
ん
だ
碑
が
あ
る
と

報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
残

念
な
こ
と
は
碑
面
が
コ
ケ
に
覆
わ
れ

て
全
く
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
。

　
私
は
こ
の
機
会
に
渋
沢
栄
一
の
残

さ
れ
た
立
派
な
多
く
の
業
績
を
学
び

直
し
た
い
思
い
を
強
く
致
し
ま
し

た
。
ま
だ
、
こ
の
詩
碑
を
ご
存
知
の

無
い
方
は
、
是
非
と
も
内
山
峡
を

ゆ
っ
く
り
と
散
策
し
て
み
て
は
如
何

で
し
ょ
う
か
。
同
時
に
、
偉
大
な
多

く
の
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
渋
沢
栄

一
を
偲
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
県
境
は
内
山
ト
ン
ネ
ル
と
な
っ
て

い
ま
す
。
佐
久
の
内
山
峡
に
は
そ
の

他
多
く
の
見
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、

自
然
の
情
景
に
も
接
し
て
欲
し
い
こ

と
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。
　
私
は
、

若
い
頃
に
県
境
周
辺
の
植
物
調
査
や

地
質
を
調
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
内
山
峡
の
岩
場
一
帯
の
植
物
調

査
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
残
念
に

思
っ
て
い
ま
す
。
内
山
峡
に
は
ヒ
メ

ギ
フ
チ
ョ
ウ
も
い
ま
し
て
調
べ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
数
年
前
に
は
、
荒

船
不
動
の
す
ぐ
西
の
林
の
中
で
イ
ヌ

ワ
シ
の
羽
根
１
枚
を
拾
い
ま
し
た
。

す
ぐ
近
く
に
は
ヒ
メ
ウ
ワ
バ
ミ
ソ
ウ

等
が
あ
り
ま
し
て
思
い
出
深
い
と
こ

ろ
で
す
。

を
感
得
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
、
因
っ
て

郷
人
有
志
相
謀
り
、
茲
に
厳
碑
を
鑿

立
（
さ
く
り
つ
）
し
て
景
仰
（
け
い

ぎ
ょ
う
）
の
意
を
致
す
と
云
（※

２

か
所
の
年
齢
は
数
え
年
）
」
と
建
立

の
趣
旨
を
刻
み
こ
ん
だ
碑
が
あ
る
と

報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
残

念
な
こ
と
は
碑
面
が
コ
ケ
に
覆
わ
れ

て
全
く
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
。

　
私
は
こ
の
機
会
に
渋
沢
栄
一
の
残

さ
れ
た
立
派
な
多
く
の
業
績
を
学
び

直
し
た
い
思
い
を
強
く
致
し
ま
し

た
。
ま
だ
、
こ
の
詩
碑
を
ご
存
知
の

無
い
方
は
、
是
非
と
も
内
山
峡
を

ゆ
っ
く
り
と
散
策
し
て
み
て
は
如
何

で
し
ょ
う
か
。
同
時
に
、
偉
大
な
多

く
の
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
渋
沢
栄

一
を
偲
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
県
境
は
内
山
ト
ン
ネ
ル
と
な
っ
て

い
ま
す
。
佐
久
の
内
山
峡
に
は
そ
の

他
多
く
の
見
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、

自
然
の
情
景
に
も
接
し
て
欲
し
い
こ

と
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。
　
私
は
、

若
い
頃
に
県
境
周
辺
の
植
物
調
査
や

地
質
を
調
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
内
山
峡
の
岩
場
一
帯
の
植
物
調

査
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
残
念
に

思
っ
て
い
ま
す
。
内
山
峡
に
は
ヒ
メ

ギ
フ
チ
ョ
ウ
も
い
ま
し
て
調
べ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
数
年
前
に
は
、
荒

船
不
動
の
す
ぐ
西
の
林
の
中
で
イ
ヌ

ワ
シ
の
羽
根
１
枚
を
拾
い
ま
し
た
。

す
ぐ
近
く
に
は
ヒ
メ
ウ
ワ
バ
ミ
ソ
ウ

等
が
あ
り
ま
し
て
思
い
出
深
い
と
こ

ろ
で
す
。

里
見
哲
夫

内
山
峡
と
渋
沢
栄
一
詩
碑

内
山
峡
と
渋
沢
栄
一
詩
碑

（
群
馬
県
自
然
環
境
調
査
研
究
会
顧
問
）

内
山
峡
に
あ
る
渋
沢
栄
一
の
漢
詩

（
右
側
は
建
立
の
趣
旨
の
碑
）

●
お
詫
び
と
訂
正

　
令
和
２
年
広
報
し
も
に
た
７
月
号

ｐ
15「
西
牧
南
小
学
校
跡
の
記
念
碑
」

の
文
中
に
名
前
の
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
　
誤
　
　
　
　
　
正

浅
山
典
孝
　
↓
　
浅
山
宣
孝

青
木
金
蔵
　
↓
　
青
木
重
蔵

（
群
馬
県
自
然
環
境
調
査
研
究
会
顧
問
）

内
山
峡
に
あ
る
渋
沢
栄
一
の
漢
詩

（
右
側
は
建
立
の
趣
旨
の
碑
）

●
お
詫
び
と
訂
正

　
令
和
２
年
広
報
し
も
に
た
７
月
号

ｐ
15「
西
牧
南
小
学
校
跡
の
記
念
碑
」

の
文
中
に
名
前
の
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
　
誤
　
　
　
　
　
正

浅
山
典
孝
　
↓
　
浅
山
宣
孝

青
木
金
蔵
　
↓
　
青
木
重
蔵

語り継がれる歴史語り継がれる歴史
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り
群
馬
県
立
自
然
史
博
物
館

企
画
展
で
ジ
オ
パ
ー
ク
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た

群
馬
県
立
自
然
史
博
物
館

企
画
展
で
ジ
オ
パ
ー
ク
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

　
令
和
3
年
1
月
23
日（
土
）〜
2
月
14

日（
日
）に
開
催
さ
れ
た
富
岡
の
群
馬
県

立
自
然
史
博
物
館
企
画
展『
群
馬
の
自

然
の「
い
ま
」を
伝
え
る
』に
参
加
し
、下

仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
に
つ
い
て
ポ
ス

タ
ー
展
示
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、下
仁

田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会
も
ジ
オ
の
日
清
掃
活

動
や
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
実
践
を
ポ
ス
タ
ー

に
し
て
成
果
発
表
し
ま
し
た
。

　
本
企
画
展
は
、県
内
の
自
然
に
か
か
わ

る
各
種
団
体
が
ポ
ス
タ
ー
発
表
し
、下
仁

田
町
内
で
活
動
す
る「
中
小
坂
鉄
山
研

究
会
」「
下
仁
田
自
然
学
校
」「
ぐ
ん
ま
鉱

山
研
究
会
」な
ど
の
活
動
成
果
や
神
津
牧

場
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
野
生
動
物
の
研

究
、川
井
区
の
防
災
の
取
り
組
み
な
ど
も

ポ
ス
タ
ー
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時

３
月
20
日
（
土
）
午
前
８
時
か
ら

●
集
合
　
青
岩
公
園

●
清
掃
場
所
　
「
青
岩
公
園
」
周
辺

●
持
ち
物
　
軍
手
、
長
靴
等
作
業
し
や

す
い
服
装

※
マ
ス
ク
着
用
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し
ま

す
。

※
清
掃
活
動
終
了
後
に
、
ミ
ニ
ジ
オ
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
の

た
め
、
マ
ス
ク
着
用
・
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
企
画
展
　
下
仁
田
町
の
奇
岩
・
絶
景

の
秘
密
―
巨
大
な
本
宿
陥
没
―
開
催
中

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が
祝

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
入
館
料

大
人
　
　
　
　
2
0
0
円

高
校
生
以
下
　
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０

行
事
報
告

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

3
月
の
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
は

“ 青
岩
公
園 

” で
す
! !

3
月
の
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
は

“ 青
岩
公
園 

” で
す
! !

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

　
中
山
道
の
脇
往
還
姫
街
道
・
下
仁

田
道
の
一
つ
内
山
道
は
、
古
く
よ
り

佐
久
米
の
流
通
の
盛
ん
で
あ
っ
た
道

で
、
下
仁
田
町
一
帯
は
そ
の
恩
恵
に

浴
し
て
来
ま
し
た
。
今
は
、
国
道
２

５
４
号
と
し
て
西
日
本
へ
の
重
要
な

交
通
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
山
峡

は
、
コ
ス
モ
ス
街
道
と
し
て
有
名
と

な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
谷
の
景
色
は

抜
群
で
左
右
の
岩
山
一
帯
に
は
奇

岩
・
怪
石
が
峰
を
連
ね
て
迎
え
て
く

れ
ま
す
。

　
内
山
峡
の
西
端
の
国
道
端
に
あ
る

肬
水
（
い
ぼ
み
ず
）
神
社
境
内
の
岩

壁
に
は
、
安
政
５
年
（
１
８
５
８
）

渋
沢
栄
一
18
才
と
、
10
才
年
上
の
従

兄
の
尾
高
新
五
郎
（
惇
忠
）
が
藍

玉
、
増
殖
、
養
蚕
の
仕
事
で
信
州
方

面
へ
旅
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、

内
山
渓
谷
の
素
晴
ら
し
い
景
色
に
感

動
す
る
と
と
も
に
、
人
生
の
有
り
方

を
漢
詩
で
綴
っ
た
詩
碑
が
昭
和
15
年

（
１
９
４
０
）
に
建
立
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
２
月
よ
り
放
送
開
始
と
な
り
ま
し

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
青
天
を

衝
け
」
で
、
こ
こ
の
詩
碑
や
自
然
の

情
景
が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
山
道
の
脇
往
還
姫
街
道
・
下
仁

田
道
の
一
つ
内
山
道
は
、
古
く
よ
り

佐
久
米
の
流
通
の
盛
ん
で
あ
っ
た
道

で
、
下
仁
田
町
一
帯
は
そ
の
恩
恵
に

浴
し
て
来
ま
し
た
。
今
は
、
国
道
２

５
４
号
と
し
て
西
日
本
へ
の
重
要
な

交
通
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
山
峡

は
、
コ
ス
モ
ス
街
道
と
し
て
有
名
と

な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
谷
の
景
色
は

抜
群
で
左
右
の
岩
山
一
帯
に
は
奇

岩
・
怪
石
が
峰
を
連
ね
て
迎
え
て
く

れ
ま
す
。

　
内
山
峡
の
西
端
の
国
道
端
に
あ
る

肬
水
（
い
ぼ
み
ず
）
神
社
境
内
の
岩

壁
に
は
、
安
政
５
年
（
１
８
５
８
）

渋
沢
栄
一
18
才
と
、
10
才
年
上
の
従

兄
の
尾
高
新
五
郎
（
惇
忠
）
が
藍

玉
、
増
殖
、
養
蚕
の
仕
事
で
信
州
方

面
へ
旅
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、

内
山
渓
谷
の
素
晴
ら
し
い
景
色
に
感

動
す
る
と
と
も
に
、
人
生
の
有
り
方

を
漢
詩
で
綴
っ
た
詩
碑
が
昭
和
15
年

（
１
９
４
０
）
に
建
立
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
２
月
よ
り
放
送
開
始
と
な
り
ま
し

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
青
天
を

衝
け
」
で
、
こ
こ
の
詩
碑
や
自
然
の

情
景
が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
の
父
は
こ
の
詩
碑
が
内
山
峡
に

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
て
、
昭
和
30

年
に
自
転
車
で
同
地
を
訪
れ
て
、
詩

を
書
き
取
っ
て
書
帖
に
筆
で
書
き
直

し
た
も
の
が
書
斎
に
残
っ
て
い
ま

す
。
私
も
、
よ
い
機
会
と
思
い
ま
し

て
、
父
が
書
き
残
し
ま
し
た
漢
詩
に

つ
い
て
の
学
習
を
深
め
よ
う
と
心
に

誓
い
ま
し
た
。

　
こ
の
詩
碑
は
、
縦
１
３
０
㎝×

横

２
２
５
㎝
、
詩
の
全
文
は
２
４
５
字

で
、
詩
の
前
半
は
内
山
峡
の
景
色
の

絶
景
を
、
後
半
は
人
の
道
は
左
右
に

偏
ら
ず
に
、
人
と
し
て
の
本
当
の
生

き
方
は
そ
の
中
間
に
あ
る
と
記
し
て

あ
り
ま
す
。
碑
面
の
文
字
は
、
地
元

の
書
家
木
内
敬
篤
の
見
事
な
書
で

す
。

　
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
大
き
な
詩
碑

の
右
側
に
は
、
「
子
爵
青
淵
（
せ
い

え
ん
）
先
生
十
九
歳
に
し
て
内
山
峡

を
過
り
絶
唱
し
て
此
詩
を
賦
せ
ら

る
、
一
誦
し
て
九
十
二
歳
の
終
生
を

一
貫
せ
る
道
徳
経
済
合
一
の
大
義
が

既
に
胚
胎
（
は
い
た
い
）
せ
る
を
知

る
べ
く
、
再
吟
（
さ
い
ぎ
ん
）
し
て

明
治
・
大
正
・
昭
和
に
亘
り
一
世
に

高
か
り
し
功
業
徳
望
の
由
来
す
る
所

　
私
の
父
は
こ
の
詩
碑
が
内
山
峡
に

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
て
、
昭
和
30

年
に
自
転
車
で
同
地
を
訪
れ
て
、
詩

を
書
き
取
っ
て
書
帖
に
筆
で
書
き
直

し
た
も
の
が
書
斎
に
残
っ
て
い
ま

す
。
私
も
、
よ
い
機
会
と
思
い
ま
し

て
、
父
が
書
き
残
し
ま
し
た
漢
詩
に

つ
い
て
の
学
習
を
深
め
よ
う
と
心
に

誓
い
ま
し
た
。

　
こ
の
詩
碑
は
、
縦
１
３
０
㎝×

横

２
２
５
㎝
、
詩
の
全
文
は
２
４
５
字

で
、
詩
の
前
半
は
内
山
峡
の
景
色
の

絶
景
を
、
後
半
は
人
の
道
は
左
右
に

偏
ら
ず
に
、
人
と
し
て
の
本
当
の
生

き
方
は
そ
の
中
間
に
あ
る
と
記
し
て

あ
り
ま
す
。
碑
面
の
文
字
は
、
地
元

の
書
家
木
内
敬
篤
の
見
事
な
書
で

す
。

　
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
大
き
な
詩
碑

の
右
側
に
は
、
「
子
爵
青
淵
（
せ
い

え
ん
）
先
生
十
九
歳
に
し
て
内
山
峡

を
過
り
絶
唱
し
て
此
詩
を
賦
せ
ら

る
、
一
誦
し
て
九
十
二
歳
の
終
生
を

一
貫
せ
る
道
徳
経
済
合
一
の
大
義
が

既
に
胚
胎
（
は
い
た
い
）
せ
る
を
知

る
べ
く
、
再
吟
（
さ
い
ぎ
ん
）
し
て

明
治
・
大
正
・
昭
和
に
亘
り
一
世
に

高
か
り
し
功
業
徳
望
の
由
来
す
る
所

を
感
得
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
、
因
っ
て

郷
人
有
志
相
謀
り
、
茲
に
厳
碑
を
鑿

立
（
さ
く
り
つ
）
し
て
景
仰
（
け
い

ぎ
ょ
う
）
の
意
を
致
す
と
云
（※

２

か
所
の
年
齢
は
数
え
年
）
」
と
建
立

の
趣
旨
を
刻
み
こ
ん
だ
碑
が
あ
る
と

報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
残

念
な
こ
と
は
碑
面
が
コ
ケ
に
覆
わ
れ

て
全
く
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
。

　
私
は
こ
の
機
会
に
渋
沢
栄
一
の
残

さ
れ
た
立
派
な
多
く
の
業
績
を
学
び

直
し
た
い
思
い
を
強
く
致
し
ま
し

た
。
ま
だ
、
こ
の
詩
碑
を
ご
存
知
の

無
い
方
は
、
是
非
と
も
内
山
峡
を

ゆ
っ
く
り
と
散
策
し
て
み
て
は
如
何

で
し
ょ
う
か
。
同
時
に
、
偉
大
な
多

く
の
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
渋
沢
栄

一
を
偲
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
県
境
は
内
山
ト
ン
ネ
ル
と
な
っ
て

い
ま
す
。
佐
久
の
内
山
峡
に
は
そ
の

他
多
く
の
見
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、

自
然
の
情
景
に
も
接
し
て
欲
し
い
こ

と
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。
　
私
は
、

若
い
頃
に
県
境
周
辺
の
植
物
調
査
や

地
質
を
調
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
内
山
峡
の
岩
場
一
帯
の
植
物
調

査
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
残
念
に

思
っ
て
い
ま
す
。
内
山
峡
に
は
ヒ
メ

ギ
フ
チ
ョ
ウ
も
い
ま
し
て
調
べ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
数
年
前
に
は
、
荒

船
不
動
の
す
ぐ
西
の
林
の
中
で
イ
ヌ

ワ
シ
の
羽
根
１
枚
を
拾
い
ま
し
た
。

す
ぐ
近
く
に
は
ヒ
メ
ウ
ワ
バ
ミ
ソ
ウ

等
が
あ
り
ま
し
て
思
い
出
深
い
と
こ

ろ
で
す
。

を
感
得
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
、
因
っ
て

郷
人
有
志
相
謀
り
、
茲
に
厳
碑
を
鑿

立
（
さ
く
り
つ
）
し
て
景
仰
（
け
い

ぎ
ょ
う
）
の
意
を
致
す
と
云
（※

２

か
所
の
年
齢
は
数
え
年
）
」
と
建
立

の
趣
旨
を
刻
み
こ
ん
だ
碑
が
あ
る
と

報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
残

念
な
こ
と
は
碑
面
が
コ
ケ
に
覆
わ
れ

て
全
く
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
。

　
私
は
こ
の
機
会
に
渋
沢
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一
の
残

さ
れ
た
立
派
な
多
く
の
業
績
を
学
び

直
し
た
い
思
い
を
強
く
致
し
ま
し

た
。
ま
だ
、
こ
の
詩
碑
を
ご
存
知
の

無
い
方
は
、
是
非
と
も
内
山
峡
を

ゆ
っ
く
り
と
散
策
し
て
み
て
は
如
何

で
し
ょ
う
か
。
同
時
に
、
偉
大
な
多

く
の
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
渋
沢
栄

一
を
偲
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
県
境
は
内
山
ト
ン
ネ
ル
と
な
っ
て

い
ま
す
。
佐
久
の
内
山
峡
に
は
そ
の

他
多
く
の
見
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、

自
然
の
情
景
に
も
接
し
て
欲
し
い
こ

と
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。
　
私
は
、

若
い
頃
に
県
境
周
辺
の
植
物
調
査
や

地
質
を
調
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
内
山
峡
の
岩
場
一
帯
の
植
物
調

査
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
残
念
に

思
っ
て
い
ま
す
。
内
山
峡
に
は
ヒ
メ

ギ
フ
チ
ョ
ウ
も
い
ま
し
て
調
べ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
数
年
前
に
は
、
荒

船
不
動
の
す
ぐ
西
の
林
の
中
で
イ
ヌ

ワ
シ
の
羽
根
１
枚
を
拾
い
ま
し
た
。

す
ぐ
近
く
に
は
ヒ
メ
ウ
ワ
バ
ミ
ソ
ウ

等
が
あ
り
ま
し
て
思
い
出
深
い
と
こ

ろ
で
す
。

里
見
哲
夫

内
山
峡
と
渋
沢
栄
一
詩
碑

内
山
峡
と
渋
沢
栄
一
詩
碑

（
群
馬
県
自
然
環
境
調
査
研
究
会
顧
問
）

内
山
峡
に
あ
る
渋
沢
栄
一
の
漢
詩

（
右
側
は
建
立
の
趣
旨
の
碑
）

●
お
詫
び
と
訂
正

　
令
和
２
年
広
報
し
も
に
た
７
月
号

ｐ
15「
西
牧
南
小
学
校
跡
の
記
念
碑
」

の
文
中
に
名
前
の
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
　
誤
　
　
　
　
　
正

浅
山
典
孝
　
↓
　
浅
山
宣
孝

青
木
金
蔵
　
↓
　
青
木
重
蔵

（
群
馬
県
自
然
環
境
調
査
研
究
会
顧
問
）

内
山
峡
に
あ
る
渋
沢
栄
一
の
漢
詩

（
右
側
は
建
立
の
趣
旨
の
碑
）

●
お
詫
び
と
訂
正

　
令
和
２
年
広
報
し
も
に
た
７
月
号

ｐ
15「
西
牧
南
小
学
校
跡
の
記
念
碑
」

の
文
中
に
名
前
の
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
　
誤
　
　
　
　
　
正

浅
山
典
孝
　
↓
　
浅
山
宣
孝

青
木
金
蔵
　
↓
　
青
木
重
蔵

語り継がれる歴史語り継がれる歴史
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版
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ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
３
月
26

日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　 

今
年
度
の
住
民
税
を
給
与
天
引

き
で
納
付
を
し
て
い
る
方
が
退
職

し
た
場
合
、
退
職
す
る
前
に
給
与
所

得
者
異
動
届
出
書
の
提
出
及
び
最

後
の
給
与
か
ら
残
り
の
税
額
の
一

括
徴
収
が
必
要
で
す
。届
出
書
の
提

出
が
遅
れ
る
と
、
退
職
者
本
人
へ
の

通
知
が
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
退
職
予
定
者
が
い
る
場

合
、
速
や
か
に
該
当
市
区
町
村
へ
提

出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

住
民
税
務
課
　
税
務
係

☎
82
―
2
1
1
3（
直
通
）

　
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
収
集
日
」
に
収

集
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
乾
電
池
、
体
温
計
は
中
身
が
見
え

る
透
明
な
袋
に
分
け
て
入
れ
、
氏

名
を
書
い
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
蛍
光
管
は
束
ね
る
か
（
束
ね
た
も

の
に
は
氏
名
を
記
入
）、
透
明
な

袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
割
れ
た
蛍
光
管
や
電
球
は
、
燃
え

な
い
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

（
下
仁
田
町
役
場
内
）

☎
64
|
８
８
１
１

●
お
知
ら
せ

　
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
3

月
１
日
か
ら
7
日
ま
で
行
わ
れ
ま

す
。

　『
そ
の
火
事
を
　
防
ぐ
あ
な
た
に

　
金
メ
ダ
ル
』
が
、
令
和
2
年
度
の

全
国
統
一
防
火
標
語
で
す
。

　
例
年
、
春
先
は
タ
バ
コ
や
た
き

火
の
不
始
末
や
不
注
意
か
ら
火
災

に
至
る
こ
と
が
多
く
、
全
国
統
計

で
は
1
年
の
う
ち
で
3
月
が
最
も

●
受
付
方
法
　日
本
防
火
・
防
災
協

会
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
又
は
F
a
x

で
申
し
込
み
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申

し
込
み
は
前
記
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
。F
a
x
申
し
込
み
先
は
、前
記

協
会
F
a
x
番
号
へ

　
国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、
税

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
働
く

国
税
専
門
官
（
国
家
公
務
員
）
を
募

集
し
ま
す
。

●
受
験
資
格

①
平
成
３
年
４
月
２
日
〜
平
成
12

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
平
成
12
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

（
1
）大
学（
短
期
大
学
を
除
く
。）を

卒
業
し
た
者
及
び
令
和
４
年
３
月

ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み

の
者

（
2
）
人
事
院
が
（
1
）
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
者

●
申
込
方
法

◎
３
月
26
日（
金
）午
前
９
時
〜
４

月
７
日（
水
）﹇
受
信
有
効
﹈ま
で
に
、

原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トhttp://w

w
w
.jinji-shiken.go.jp/juken.htm

l

に
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で

き
な
い
場
合
は
、
３
月
26
日（
金
）〜

３
月
29
日（
月
）﹇
通
信
日
付
印
有
効

　
令
和
3
年
度
防
火
管
理
者
資
格

取
得
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
日
　時
　
4
月
21
日（
水
）、
4
月

22
日（
木
）（
2
日
間
）

●
会
　場
　
富
岡
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー

●
講
習
内
容
　
防
火
管
理
の
知
識
及

び
危
険
物
の
安
全
管
理
等

●
対
象
者
　
資
格
取
得
希
望
者
、
収

容
人
員
が
規
定
以
上
で
防
火
管
理

者
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
業
所
（
消
防
法
第
8
条
の
対
象
事

業
所
等
）

●
講
習
費
用
　
8
，0
0
0
円

●
申
込
期
間
（
予
定
）　
3
月
１
日

（
月
）〜
3
月
８
日（
月
）８
日
間

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間（
予
定
）

3
月
１
日（
月
） 

0
時
〜

3
月
８
日（
月
） 

23
時
59
分

●
F
a
x
申
込
期
間

申
込
期
間
中
の
平
日
9
時
〜
16
時

●
受
講
定
数
　
60
名

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
受
付
機
関
　
一
般
社
団
法
人
　

日
本
防
火
・
防
災
協
会

☎
0
3
―
3
5
9
1
―
7
1
2
1

℻
0
3
―
3
5
9
1
―
7
1
3
0

（
H
P
）https://w

w
w
.n-bouka.or.jp/

※
詳
し
く
は
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
下
仁
田
町
で
は
、
小
学
生
の
放
課

後
の
居
場
所
作
り
と
し
て
「
放
課
後

子
ど
も
教
室
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。現
在
16
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
運
営

し
て
い
ま
す
が
、
新
年
度
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
新
た
な
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
い
た
し
ま
す
。

多
く
火
災
が
発
生
し
て
お
り
、
富

岡
甘
楽
広
域
圏
内
で
も
昨
年
発
生

し
た
全
火
災
27
件
中
、
3
月
は
5

件
と
最
も
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。

　
大
切
な
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、

家
族
や
地
域
で
火
災
予
防
の
意
識

を
持
ち
、高
め
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

期
間
を
含
め
た
3
月
1
日
か
ら
3

月
9
日
ま
で
、
富
岡
甘
楽
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
「
ぬ
り
え
展
」
を
、

富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
ホ

ワ
イ
エ
に
て
実
施
し
て
い
ま
す
。マ

ス
ク
着
用
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
を
保
ち
、
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

●
火
災
現
場
に
近
づ
か
な
い
で
！

　
火
災
現
場
付
近
で
は
、
火
の
粉
の

飛
散
や
有
毒
ガ
ス
の
発
生
が
考
え

ら
れ
ま
す
。ま
た
、
消
防
隊
に
よ
る

ホ
ー
ス
延
長
や
資
器
材
搬
送
に
よ

り
接
触
等
の
危
険
が
生
じ
ま
す
。被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
消
防

車
両
の
進
入
及
び
消
防
活
動
の
効

率
化
に
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
消
防
署
に
問
合
せ
、
又

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

http://fdto-ka.sakura.ne.jp/

﹈
ま
で
に
、
希
望
す
る
第
１
次
試
験

地
に
対
応
す
る
国
税
局
又
は
沖
縄

国
税
事
務
所
へ
郵
送
又
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

●
試
験
日

◎
第
１
次
試
験
　
６
月
６
日
（
日
）

◎
第
２
次
試
験
　
７
月
５
日
（
月
）

〜
７
月
16
日
（
金
）
の
い
ず
れ
か
第

1
次
試
験
合
格
通
知
書
で
指
定
す

る
日
時

●
問
い
合
わ
せ

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に

関
す
る
問
合
せ

人
事
院
人
材
局
試
験
課

☎
0
3
―
3
5
8
1
―
5
3
1
1

内
線
2
3
3
2

○
右
記
以
外
の
問
合
せ

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試

験
係

☎
0
4
8
―
6
0
0
―
3
1
1
1

内
線
2
0
9
7

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
伴
う
新
し
い
生
活
様
式

の
普
及
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
は
ま
す
ま
す
生
活
に
欠
か
せ
な

い
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

悪
用
し
た
詐
欺
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃

に
よ
る
情
報
流
出
等
様
々
な
問
題

も
発
生
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
安
全
利
用
の
た
め
、
日

頃
か
ら
点
検
し
て
必
要
な
対
策
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

○
特
に
必
要
な
対
策

　
W
i
n
d
o
w
s
な
ど
の
O
S

や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
は
最
新
の
状
態

に
し
て
お
く

・
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を
導
入

す
る

・
身
に
覚
え
の
な
い
電
子
メ
ー
ル

に
注
意
し
、
添
付
フ
ァ
イ
ル
等

は
安
易
に
開
か
な
い
。

・
パ
ス
ワ
ー
ド
は
大
切
に
保
管

し
、
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
で
使
い

回
さ
な
い

　
ま
た
、
偽
サ
イ
ト
・
詐
欺
サ
イ

ト
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
偽
サ
イ
ト
に
誘
導
す
る
メ
ー

ル
が
送
付
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
相
次

い
で
い
る
た
め
、
公
式
サ
イ
ト
や

公
式
ア
プ
リ
を
利
用
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

●
県
警
察
の
相
談
窓
口

・
サ
イ
バ
ー
犯
罪
情
報
・
被
害
相
談
電
話

☎
0
8
0
―
2
3
5
0
―
0
0
0
1

※
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15

分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
）

・
総
合
相
談
電
話

☎
0
2
7
―
2
2
4
―
8
0
8
0

短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
#
9
1
1
0

※
24
時
間
受
付

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
ま
す
!!

３
月
は
乾
電
池・体
温
計・

蛍
光
管
の
収
集
月
で
す

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
と

お
願
い

給
与
特
別
徴
収
対
象
者
が

退
職
し
た
際
の
届
出
に
つ
い
て

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得

講
習
会
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
国
税
専
門
官

採
用
試
験
に
つ
い
て

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

月
間
に
つ
い
て

2
月
1
日（
月
）か
ら
3
月
18
日（
木
）

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

下仁田小学校（１Ｆ東側教室）

○平　日　月・木曜日　　　午後１時４５分～午後３時１５分
　　　　　火・水・金曜日　午後２時３０分～午後４時３０分
○夏休み期間　月～金曜日　午前８時３０分～午前１２時００分

宿題や外遊びのサポートなど、子ども達の見守り。

１時間　８００円

・勤務日数は都合に合わせ、調整可能です。
・資格は必要ありません。
・事前に教育委員会まで連絡をいただければ、見学も可能です。

教育委員会生涯学習係（☎０２７４-８２-２１１５）

場　　所

時　　間

仕事内容

謝礼金

その他

問合わせ
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
３
月
26

日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　 

今
年
度
の
住
民
税
を
給
与
天
引

き
で
納
付
を
し
て
い
る
方
が
退
職

し
た
場
合
、
退
職
す
る
前
に
給
与
所

得
者
異
動
届
出
書
の
提
出
及
び
最

後
の
給
与
か
ら
残
り
の
税
額
の
一

括
徴
収
が
必
要
で
す
。届
出
書
の
提

出
が
遅
れ
る
と
、
退
職
者
本
人
へ
の

通
知
が
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
退
職
予
定
者
が
い
る
場

合
、
速
や
か
に
該
当
市
区
町
村
へ
提

出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

住
民
税
務
課
　
税
務
係

☎
82
―
2
1
1
3（
直
通
）

　
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
収
集
日
」
に
収

集
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
乾
電
池
、
体
温
計
は
中
身
が
見
え

る
透
明
な
袋
に
分
け
て
入
れ
、
氏

名
を
書
い
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
蛍
光
管
は
束
ね
る
か
（
束
ね
た
も

の
に
は
氏
名
を
記
入
）、
透
明
な

袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
割
れ
た
蛍
光
管
や
電
球
は
、
燃
え

な
い
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

（
下
仁
田
町
役
場
内
）

☎
64
|
８
８
１
１

●
お
知
ら
せ

　
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
3

月
１
日
か
ら
7
日
ま
で
行
わ
れ
ま

す
。

　『
そ
の
火
事
を
　
防
ぐ
あ
な
た
に

　
金
メ
ダ
ル
』
が
、
令
和
2
年
度
の

全
国
統
一
防
火
標
語
で
す
。

　
例
年
、
春
先
は
タ
バ
コ
や
た
き

火
の
不
始
末
や
不
注
意
か
ら
火
災

に
至
る
こ
と
が
多
く
、
全
国
統
計

で
は
1
年
の
う
ち
で
3
月
が
最
も

●
受
付
方
法
　日
本
防
火
・
防
災
協

会
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
又
は
F
a
x

で
申
し
込
み
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申

し
込
み
は
前
記
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
。F
a
x
申
し
込
み
先
は
、前
記

協
会
F
a
x
番
号
へ

　
国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、
税

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
働
く

国
税
専
門
官
（
国
家
公
務
員
）
を
募

集
し
ま
す
。

●
受
験
資
格

①
平
成
３
年
４
月
２
日
〜
平
成
12

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
平
成
12
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

（
1
）大
学（
短
期
大
学
を
除
く
。）を

卒
業
し
た
者
及
び
令
和
４
年
３
月

ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み

の
者

（
2
）
人
事
院
が
（
1
）
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
者

●
申
込
方
法

◎
３
月
26
日（
金
）午
前
９
時
〜
４

月
７
日（
水
）﹇
受
信
有
効
﹈ま
で
に
、

原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トhttp://w

w
w
.jinji-shiken.go.jp/juken.htm

l

に
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で

き
な
い
場
合
は
、
３
月
26
日（
金
）〜

３
月
29
日（
月
）﹇
通
信
日
付
印
有
効

　
令
和
3
年
度
防
火
管
理
者
資
格

取
得
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
日
　時
　
4
月
21
日（
水
）、
4
月

22
日（
木
）（
2
日
間
）

●
会
　場
　
富
岡
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー

●
講
習
内
容
　
防
火
管
理
の
知
識
及

び
危
険
物
の
安
全
管
理
等

●
対
象
者
　
資
格
取
得
希
望
者
、
収

容
人
員
が
規
定
以
上
で
防
火
管
理

者
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
業
所
（
消
防
法
第
8
条
の
対
象
事

業
所
等
）

●
講
習
費
用
　
8
，0
0
0
円

●
申
込
期
間
（
予
定
）　
3
月
１
日

（
月
）〜
3
月
８
日（
月
）８
日
間

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間（
予
定
）

3
月
１
日（
月
） 

0
時
〜

3
月
８
日（
月
） 

23
時
59
分

●
F
a
x
申
込
期
間

申
込
期
間
中
の
平
日
9
時
〜
16
時

●
受
講
定
数
　
60
名

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
受
付
機
関
　
一
般
社
団
法
人
　

日
本
防
火
・
防
災
協
会

☎
0
3
―
3
5
9
1
―
7
1
2
1

℻
0
3
―
3
5
9
1
―
7
1
3
0

（
H
P
）https://w

w
w
.n-bouka.or.jp/

※
詳
し
く
は
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
下
仁
田
町
で
は
、
小
学
生
の
放
課

後
の
居
場
所
作
り
と
し
て
「
放
課
後

子
ど
も
教
室
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。現
在
16
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
運
営

し
て
い
ま
す
が
、
新
年
度
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
新
た
な
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
い
た
し
ま
す
。

多
く
火
災
が
発
生
し
て
お
り
、
富

岡
甘
楽
広
域
圏
内
で
も
昨
年
発
生

し
た
全
火
災
27
件
中
、
3
月
は
5

件
と
最
も
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。

　
大
切
な
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、

家
族
や
地
域
で
火
災
予
防
の
意
識

を
持
ち
、高
め
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

期
間
を
含
め
た
3
月
1
日
か
ら
3

月
9
日
ま
で
、
富
岡
甘
楽
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
「
ぬ
り
え
展
」
を
、

富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
ホ

ワ
イ
エ
に
て
実
施
し
て
い
ま
す
。マ

ス
ク
着
用
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
を
保
ち
、
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

●
火
災
現
場
に
近
づ
か
な
い
で
！

　
火
災
現
場
付
近
で
は
、
火
の
粉
の

飛
散
や
有
毒
ガ
ス
の
発
生
が
考
え

ら
れ
ま
す
。ま
た
、
消
防
隊
に
よ
る

ホ
ー
ス
延
長
や
資
器
材
搬
送
に
よ

り
接
触
等
の
危
険
が
生
じ
ま
す
。被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
消
防

車
両
の
進
入
及
び
消
防
活
動
の
効

率
化
に
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
消
防
署
に
問
合
せ
、
又

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

http://fdto-ka.sakura.ne.jp/

﹈
ま
で
に
、
希
望
す
る
第
１
次
試
験

地
に
対
応
す
る
国
税
局
又
は
沖
縄

国
税
事
務
所
へ
郵
送
又
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

●
試
験
日

◎
第
１
次
試
験
　
６
月
６
日
（
日
）

◎
第
２
次
試
験
　
７
月
５
日
（
月
）

〜
７
月
16
日
（
金
）
の
い
ず
れ
か
第

1
次
試
験
合
格
通
知
書
で
指
定
す

る
日
時

●
問
い
合
わ
せ

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に

関
す
る
問
合
せ

人
事
院
人
材
局
試
験
課

☎
0
3
―
3
5
8
1
―
5
3
1
1

内
線
2
3
3
2

○
右
記
以
外
の
問
合
せ

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試

験
係

☎
0
4
8
―
6
0
0
―
3
1
1
1

内
線
2
0
9
7

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
伴
う
新
し
い
生
活
様
式

の
普
及
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
は
ま
す
ま
す
生
活
に
欠
か
せ
な

い
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

悪
用
し
た
詐
欺
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃

に
よ
る
情
報
流
出
等
様
々
な
問
題

も
発
生
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
安
全
利
用
の
た
め
、
日

頃
か
ら
点
検
し
て
必
要
な
対
策
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

○
特
に
必
要
な
対
策

　
W
i
n
d
o
w
s
な
ど
の
O
S

や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
は
最
新
の
状
態

に
し
て
お
く

・
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を
導
入

す
る

・
身
に
覚
え
の
な
い
電
子
メ
ー
ル

に
注
意
し
、
添
付
フ
ァ
イ
ル
等

は
安
易
に
開
か
な
い
。

・
パ
ス
ワ
ー
ド
は
大
切
に
保
管

し
、
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
で
使
い

回
さ
な
い

　
ま
た
、
偽
サ
イ
ト
・
詐
欺
サ
イ

ト
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
偽
サ
イ
ト
に
誘
導
す
る
メ
ー

ル
が
送
付
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
相
次

い
で
い
る
た
め
、
公
式
サ
イ
ト
や

公
式
ア
プ
リ
を
利
用
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

●
県
警
察
の
相
談
窓
口

・
サ
イ
バ
ー
犯
罪
情
報
・
被
害
相
談
電
話

☎
0
8
0
―
2
3
5
0
―
0
0
0
1

※
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15

分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
）

・
総
合
相
談
電
話

☎
0
2
7
―
2
2
4
―
8
0
8
0

短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
#
9
1
1
0

※
24
時
間
受
付

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
ま
す
!!

３
月
は
乾
電
池・体
温
計・

蛍
光
管
の
収
集
月
で
す

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
と

お
願
い

給
与
特
別
徴
収
対
象
者
が

退
職
し
た
際
の
届
出
に
つ
い
て

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得

講
習
会
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
国
税
専
門
官

採
用
試
験
に
つ
い
て

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

月
間
に
つ
い
て

2
月
1
日（
月
）か
ら
3
月
18
日（
木
）

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

下仁田小学校（１Ｆ東側教室）

○平　日　月・木曜日　　　午後１時４５分～午後３時１５分
　　　　　火・水・金曜日　午後２時３０分～午後４時３０分
○夏休み期間　月～金曜日　午前８時３０分～午前１２時００分

宿題や外遊びのサポートなど、子ども達の見守り。

１時間　８００円

・勤務日数は都合に合わせ、調整可能です。
・資格は必要ありません。
・事前に教育委員会まで連絡をいただければ、見学も可能です。

教育委員会生涯学習係（☎０２７４-８２-２１１５）

場　　所

時　　間

仕事内容

謝礼金

その他

問合わせ
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SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

　「
い
じ
め
」「
児
童
虐
待
」「
家
庭
内

暴
力
」
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中

で
起
こ
り
う
る
悩
み
事
の
相
談
に

応
じ
適
切
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
３
月
18
日
（
木
）
午
後
１

時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
問
い
合
わ
せ

住
民
税
務
課
住
民
係

☎
82
―
２
１
１
２

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関
や

公
団
な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て

い
る
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見

を
言
い
た
い
な
ど
の
相
談
に
行
政

相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。相
談
は
無

料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
心
配
ご
と
相
談
も
同
時
開
催

●
日
時
　
３
月
２
日
、４
月
６
日（
毎
月

第
1
火
曜
日
）午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所
　下
仁
田
町
公
民
館
３
階

　
相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０（
総
務
課
直
通
）

　
富
岡
甘
楽
新
型
コ
ロ
ナ
発
熱
外

来
の
実
施
期
間
延
長
に
伴
い
、
休

日
診
療
所
は
３
月
31
日
㈬
ま
で
休

止
に
な
り
ま
す
。

※

発
熱
以
外
の
休
日
診
療
は
、
公
立

富
岡
総
合
病
院
で
受
け
持
ち
ま
す
。

た
だ
し
、
「
時
間
外
選
定
療
養
費

３
，
３
０
０
円
（
税
込
み
）
」
が
か

か
り
ま
す
。

※

小
児
科
の
受
診
は
、
「
小
児
科

病
院
群
輪
番
制
」
の
当
番
病
院
で

の
受
診
と
な
り
ま
す
。
（
参
考
：

21
ペ
ー
ジ
「
公
立
富
岡
総
合
病
院 

休
日
の
小
児
救
急
医
療
」
）

※
相
談
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
人
事
院
は
２
０
２
１
年
度
に
次

の
国
家
公
務
員
採
用
試
験
を
行
い

ま
す
。

●
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
試
験
、

大
卒
程
度
試
験
）

◯
受
付
期
間

３
月
26
日
（
金
）
〜

４
月
５
日
（
月
）

◯
第
１
次
試
驗
日

４
月
25
日
（
日
）

●
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

◯
受
付
期
間

４
月
２
日
（
金
）
〜
14
日
（
水
）

◯
第
１
次
試
験
日

６
月
13
日
（
日
）

●
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
、

社
会
人
試
験
（
係
員
級
）
）

◯
受
付
期
間

６
月
21
日
（
月
）
〜
30
日
（
水
）

◯
第
１
次
試
驗
日

９
月
５
日
（
日
）

【
注
】
申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

人
事
院
関
東
事
務
局

☎
０
４
８
（
７
４
０
）
２
０
０
６
〜
８

人
権
相
談

国
家
公
務
員
募
集

３
月
31
日
㈬
ま
で
延
長

休
日
診
療
所
の
診
療
一時
休
止

行
政
相
談

お知らせ版お知らせ版

https://w
w
w
.jinji.go.jp/saiyo/

saiyo.htm
l

受診前にまずは電話相談を！
◆かかりつけ医、または近くの医療機関に電話で相談してください。電話診療により、
発熱外来の紹介・予約をお知らせされます。
◆どこへ電話してよいか迷う場合は
「群馬県受診・相談コールセンター」（☎0570－082－820：24時間対応）に電話してください。
診療・検査外来の案内や、新型コロナウイルス感染症に関する一般相談にも対応します。
※小児科の受診は、公立富岡総合病院休日の小児救急診療、または小児科病院群輪番制の当番病院で
の受診となります。

発熱がある場合の受診方法（3月31日まで期間延長）

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
フォトコンテストフォトコンテスト

令和2年度下仁田町フォトコンテストの入賞作品決定！

　令和３年１月28日（木）に令和２年度下仁田
町フォトコンテストの審査を行い、応募総数１３
５点の中から16点の作品が入賞となりました。
入賞作品は、３月１日から３月26日まで下仁田
町役場内にて展示をいたします。
　ぜひご覧ください。（敬称略）

最優秀賞

優秀賞

入選 入選 入選

優秀賞

最優秀賞

「山際稲荷桜の宴」　池田一子

優秀賞

入選

佳作

入選 入選

「秋深し」　小澤治夫

「梅雨の晴れ間」 飯島勝之 「真夜中の神津牧場」 鶴田雪男

「八重桜咲く頃」 
「雪の岸壁」 
「雪の稲含山と桜」 

宮下法之
平柳忠美
飯野邦子

「秋色の矢川」
「春の雪」
「赤より紅く輝いて」 

高木のぶ子
大工原しず子
今井恭一郎

「大砲岩に立つ」
「渓流の秋」
「旧道の秋」 
「雪の朝」 

鈴木成子
原田忠明
髙橋敏夫
須貝京子

「雨上がりの朝」 吉本とよ子　

優秀賞

「仙台枝垂れと天の川」　須貝実
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　「
い
じ
め
」「
児
童
虐
待
」「
家
庭
内

暴
力
」
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中

で
起
こ
り
う
る
悩
み
事
の
相
談
に

応
じ
適
切
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
３
月
18
日
（
木
）
午
後
１

時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
問
い
合
わ
せ

住
民
税
務
課
住
民
係

☎
82
―
２
１
１
２

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関
や

公
団
な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て

い
る
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見

を
言
い
た
い
な
ど
の
相
談
に
行
政

相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。相
談
は
無

料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
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。
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２
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６
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３
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―
２
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１
０（
総
務
課
直
通
）

　
富
岡
甘
楽
新
型
コ
ロ
ナ
発
熱
外

来
の
実
施
期
間
延
長
に
伴
い
、
休

日
診
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３
月
31
日
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休
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な
り
ま
す
。

※

発
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以
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の
休
日
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療
は
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富
岡
総
合
病
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ま
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０
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。
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公
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富
岡
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４
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相
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w
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saiyo.htm
l

受診前にまずは電話相談を！
◆かかりつけ医、または近くの医療機関に電話で相談してください。電話診療により、
発熱外来の紹介・予約をお知らせされます。
◆どこへ電話してよいか迷う場合は
「群馬県受診・相談コールセンター」（☎0570－082－820：24時間対応）に電話してください。
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TOWN　TOPICS
フォトコンテストフォトコンテスト

令和2年度下仁田町フォトコンテストの入賞作品決定！
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５点の中から16点の作品が入賞となりました。
入賞作品は、３月１日から３月26日まで下仁田
町役場内にて展示をいたします。
　ぜひご覧ください。（敬称略）
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【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
九
十
九
髪
自
画
自
賛
の
年
飾
り

　
　
　

 

（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
夕
日
落
つ
空
に
如
月
二
月
月

　
　
　
　

 

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
日
向
ぼ
こ
老
の
集
い
に
花
の
知
く
四
方
山
話
り
苦
笑
爆
笑

　

 

　
　
　
　

  

（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
冬
ざ
れ
の
狭
庭
に
咲
き
し
五
六
り
ん
か
す
か
に
香
る
ろ
う
梅
か
れ
ず
に 

（
馬

　山
）

　山
中

　た
ね

■
酷
寒
を
畑
で
青
々
ホ
ト
ケ
の
ザ
け
な
げ
に
咲
き
し
花
は
春
告
げ

　

   

　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
枯
れ
草
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
宝
石
を
冬
の
夜
明
け
が
照
ら
し
て
い
る
よ   

（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

き
し

あ
が

こ
が
ら
し

き
た

【
星
俳
句
会
一
月
句
会
】

■
冬
晴
れ
や
水
底
ま
で
も
透
け
る
川

　
　
　新
井
笑
子

■
冬
芽
抱
く
木
々
に
日
輪
溢
れ
を
り

　
　
　斉
藤
悦
子

■
終
息
の
見
え
ぬ
怖
さ
や
咳
一
つ

　
　
　
　須
藤
禮
子

■
消
毒
に
荒
れ
た
手
の
平
寒
に
入
る

　
　
　永
井
波
江

■
初
針
は
カ
ー
テ
ン
修
理
義
父
忌
日

　
　
　吉
田
文
子

※
広
報
2
月
号
掲
載
の
句
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

■
満
天
の
星
を
宿
し
て
冬
木
立

　
　
　
　
　高
田
ト
ク

■
コ
ロ
ナ
禍
や
大
樹
に
集
ふ
冬
の
鳥

　
　
　
　
　工
藤
初
恵

■
神
住
む
と
崇
め
る
妙
義
山
明
け
の
春

　
　
　
　高
田
ト
ク

■
単
線
の
軋
り
て
寒
波
押
し
上
ぐ
る

　
　
　
　
　佐
藤
信
香

■
凩
は
一
方
通
行
登
り
坂

　
　
　
　
　
　
　
　
　佐
藤
志
げ
子

■
北
風
に
鳴
る
コ
ロ
ナ
終
息
祈
願
絵
馬

　
　
　
　

 

今
井
陽
子

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

1月に入った新刊図書は次のとおりです。　「新刊図書情報」
著者名

まえだよしゆき
佐藤愛子
原　ゆたか
ゴムドリco.
吾峠呼世晴

ヨシタケシンスケ
洪在徹
東野圭吾
加藤シゲアキ
黒川博行
内館牧子
桜木柴乃
坂岡真
上田秀人

書名
さんかく　おさかな　かくれんぼ

何がおかしい
かいけつゾロリ68　きょうふのエイリアン

水族館のサバイバル2
劇場版鬼滅の刃　無限列車　ノベライズ

あつかったらぬげばいい
ピラミッドのサバイバル3

ブラック・ショーマンと名もなき町の殺人
オルタネート
騙る

今度生まれたら
家族じまい

照れ降れ長屋風聞帖10　散り牡丹
百万石の留守居役16　乱麻

著者名
鳥羽亮
鳥羽亮
鳥羽亮
上田秀人
小杉健治
小杉健治
稲葉稔
稲葉稔
富樫倫太郎
藤原緋沙子
鈴木英治
藤原緋沙子
佐伯泰英

書名
鶴亀横丁の風来坊　狙われた横丁
飛猿彦次人情噺　長屋の危機
新剣客同心親子舟　初陣

勘定吟味役異聞8　流転の果て
義賊・神田小僧　祈りの陰

吟味方与力 望月城之進2 翻りの訴 細腕敵討ち哀歌
研ぎ師人情始末7　おしどり夫婦
研ぎ師人情始末8　恋わずらい
北条早雲5　疾風怒濤篇　

へんろ宿
口入屋用心棒47　猿兄弟の絆
隅田川御用日記　雁もどる
新居眠り磐音　幼なじみ

令和３年
2月1日発行
439号

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

下仁田町公民館　☎82－3535　℻82－5489
公民館だより公民館だより

県立図書館の
　　　　本を入れ替えました
県立図書館の
　　　　本を入れ替えました 郷土資料コーナーの

　　　 場所がかわりました
郷土資料コーナーの
　　　 場所がかわりました

公民館・図書室 臨時休館日のおしらせ公民館・図書室 臨時休館日のおしらせ

返却ポストへの返却返却ポストへの返却 郵送・宅配便による返却郵送・宅配便による返却

　教養・実用150冊、文学150冊、児童書150冊が
届いています。次回の入れ替えは5月です。

3月13日(土)は、館内工事に伴い休館いたします。
図書（資料）の閲覧、貸出、貸室の利用ができませんのでご注意ください。

休館中は以下の方法で図書（資料）の返却ができます。

図書室掲示板

送料はご負担ください。送料はご負担ください。

お立ち寄りください。
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健康健康

　
薬
に
は
効
き
目
だ
け
で
な
く
、

副
作
用
な
ど
の
リ
ス
ク
も
あ
り
ま

す
。
薬
の
副
作
用
な
ど
の
発
生
を

最
小
限
に
抑
え
て
、
効
き
目
を
最

大
限
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、

薬
剤
師
な
ど
の
専
門
家
に
相
談
の

う
え
正
し
く
使
う
こ
と
が
大
切
で

す
。

か
か
り
つ
け
薬
局
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　
ど
の
医
療
機
関
で
処
方
せ
ん
を

も
ら
っ
て
も
、
い
つ
も
同
じ
薬
局

で
薬
を
も
ら
い
、
気
軽
に
薬
や
病

気
の
こ
と
な
ど
を
相
談
で
き
る
薬

局
を
「
か
か
り
つ
け
薬
局
（
薬
剤

師
）
」
と
い
い
ま
す
。

　
薬
の
重
複
や
飲
み
合
わ
せ
な
ど

を
確
認
し
て
も
ら
え
、
薬
歴
を
把

握
し
た
う
え
で
の
助
言
が
受
け
ら

れ
る
な
ど
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
薬
が
余
っ
た
時
も
薬
剤

師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

お
薬
手
帳
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　
お
薬
手
帳
と
は
、
安
全
に
薬
を

服
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
医

療
機
関
で
処
方
さ
れ
た
薬
や
薬
局

な
ど
で
購
入
し
た
薬
の
名
前
・
飲

む
量
・
回
数
な
ど
の
記
録
を
残
す

た
め
の
手
帳
で
す
。
こ
の
記
録
が

あ
る
こ
と
で
医
師
、
薬
剤
師
等
の

医
療
関
係
者
に
ど
の
よ
う
な
薬
を

ど
れ
く
ら
い
の
期
間
服
用
し
て
い

る
の
か
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
他
の
医
療
機
関
な
ど
で
薬
を
も
ら

う
と
き
に
も
、
こ
の
お
薬
手
帳
を
見

せ
る
こ
と
で
、
薬
の
重
複
や
飲
み
合

わ
せ
な
ど
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
お
薬
手
帳
は
、
診
察
券
や
保
険

証
と
一
緒
に
管
理
し
、
医
療
機
関

や
薬
局
へ
行
く
と
き
は
忘
れ
ず
に

持
参
し
ま
し
ょ
う
。

※
お
薬
手
帳
が
複
数
あ
る
と
薬
の

重
複
を
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず

1
冊
に
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

薬
を
必
要
以
上
に
欲
し
が
ら
な
い

　
た
く
さ
ん
薬
を
も
ら
わ
な
い
と

不
安
と
い
う
人
が
い
ま
す
が
、
医

師
の
診
察
と
処
方
を
信
頼
し
、
む

や
み
に
欲
し
が
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
薬
を
も
ら
い
す
ぎ
る

の
は
医
療
費
の
増
額
に
つ
な
が
る

だ
け
で
な
く
、
薬
の
重
複
や
飲
み

合
わ
せ
な
ど
に
よ
る
副
作
用
な

ど
、
健
康
被
害
の
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
薬
は
必
要
な
分
だ
け
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。

「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
」
っ
て
聞
い

た
こ
と
あ
り
ま
す
か
？

　
多
く
の
薬
を
服
用
し
て
い
る
た

め
に
副
作
用
を
起
こ
し
た
り
、
き

ち
ん
と
薬
を
飲
め
な
く
な
っ
て
い

る
状
態
を
い
い
ま
す
。
単
に
服
用

す
る
薬
の
数
が
多
い
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
国
保
係

☎
64
―
8
8
0
1
（
直
通
）

薬
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
低

価
格
な
の
に
安
全
性
や
効
き
目
は

新
薬
と
同
じ
と
認
め
ら
れ
て
い
る

後
発
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。
新
薬

に
比
べ
て
価
格
が
安
く
、
薬
代
を

節
約
で
き
ま
す
。

　
自
己
負
担
額
も
安
く
な
る
の

で
、
医
師
や
薬
剤
師
と
相
談
の

上
、
ご
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
希
望
カ
ー
ド
」
は
、
国
保
係
の

窓
口
で
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更

し
て
も
医
療
費
が
安
く
な
ら
な
い

場
合
や
取
扱
い
が
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
国
保
係

☎
64
―
８
８
０
１
（
直
通
）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
に
ご
協
力
を

　
町
で
は
、
腎
臓
等
に
障
害
が
あ

り
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

に
対
し
、
通
院
交
通
費
の
一
部
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
下
仁
田
町
に
居
住
し
、
腎
臓
又

は
小
腸
機
能
障
害
の
身
体
障
害

者
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
方

・
人
工
透
析
、
連
続
的
携
帯
型
腹

膜
透
析
（
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
）
、
中
心

静
脈
栄
養
法
、
経
腸
栄
養
法
の

い
ず
れ
か
を
受
け
て
い
る
方

・
前
年
分
の
町
民
税
が
非
課
税
の
方

・
通
院
に
自
家
用
車
、
鉄
道
、
定

期
路
線
バ
ス
を
利
用
し
、
通
院

距
離
が
往
復
２
㎞
以
上
の
方

●
補
助
額

通
院
距
離
に
よ
り
、
月
額
2
，

6
0
0
円
〜
5
，2
0
0
円
を
上
限
に

支
給

●
申
請
を
希
望
す
る
人

前
回
補
助
を
受
け
て
い
な
い
方

で
、
申
請
を
希
望
す
る
方
は
３
月

15
日
（
月
）
ま
で
に
役
場 

福
祉
課 

福
祉
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

☎
64
―
８
８
０
３
（
直
通
）

腎
臓
機
能
障
害
者
等
通
院
交
通
費
補
助

　

シリーズ　認知症　NO・10
～認知症になっても安心して暮らせる町を目指して～

●「認知症」を疑うような症状がみられた場合、どうしたら良いですか？
☆そもそも、認知症を疑う症状には、５つの中核症状と９つの周辺症状とがあります。中核症状に
は、新しいことを覚えられない・最近のことが思い出せないなどの記憶障害、段取りが立てられな
い・計画できないなどの実行機能障害、その物が何かわからない・場所や人がわからないなどの失
認、言葉がでてこない・意味がわからないなどの失語、服の着方がわからない・道具がうまく使え
ないなどの失行があります。
　　また、周辺症状には、物を盗まれた・いやがらせがあるなどの妄想、そこにいない人の声が聞こ
える・実際にはないものが見えるなどの幻覚、意欲がない・おっくう・反応が乏しいなどの無為無
関心、食べられないものでも食べようとする・同じものしか食べないなどの食行動異常、無目的に
歩き回ったり外にでようとする徘徊、大きな声を上げる・他人をののしる・手をあげたり実際に暴
力をふるうなどの暴言・暴力・攻撃性、昼夜逆転などの睡眠障害、落ち着かない・イライラするな
どの不安・焦燥、気持ちが落ち込む・楽しくないなどの抑うつがあります。以上のどれかにあては
まり、それが続くようならば、病院を受診してください。
　　上のいずれかの症状があれば、すぐに認知症というわけではありません。中には、脳梗塞・脳出
血・硬膜下血腫・脳腫瘍などの病気が原因となって、急に症状が出ている場合もありますので、ま
ずは、主治医にご相談ください。
　　かかりつけの主治医がいない場合には、下仁田厚生病院内科を受診してください。診察・認知症
テスト・頭部ＣＴスキャンなどで、病気かどうか鑑別を行い、病気であるとすれば、どの程度で、
どのような対応が必要かを教えてもらえます。

●先生にまず何を伝えれば良いでしょうか？ご本人の前ですと話しにくいことがあります。どのよう
に主治医の先生にお話をして受診すれば良いでしょうか？
☆必ず、普段から接している家族またはそれに準じた方が、一緒に外来を受診してください。その場
合あらかじめ、「いつから・どのようなことで困っているか・それがどんどん進行しているか・危
険なことはないか・詳しく検査してもらいたいか」などを書いたものを封筒に入れて、受付で「担
当の医師に見てもらって下さい」と、診察前に情報を得られるようにして下さい。
　　間違っても診察室に入ってから、ご本人の前で、「認知症が心配です」等の発言は、その後の診
察がしづらくなることがあるので慎んで下さい。
　　詳しくは、ご本人が別室で検査をしている間に、家族の方からあらためて症状等をお聞きしま
す。周辺症状が強く、さらに専門医を受診した方が良いと判断された場合には、紹介状が出されま
すので、それを持参して専門医を受診して下さい。　

　今回、堀越　勤院長先生に貴重なお話を伺うことができました。
　町には、心強い先生がいらっしゃいます。迷わず、相談してみましょう。
　安心して楽しく、希望を持って生活が送れるような町を目指していきましょう!!

●問い合わせ　福祉課　包括支援係　☎64―８８０4（直通）

「もの忘れが多くなった」「認知症が心配」という時、
先生にどのように相談したら良いでしょう。

認知症は早期発見・早期治療が大切です！

下仁田厚生病院院長

堀越　勤先生にお話を
伺いました！
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健康健康

　
薬
に
は
効
き
目
だ
け
で
な
く
、

副
作
用
な
ど
の
リ
ス
ク
も
あ
り
ま

す
。
薬
の
副
作
用
な
ど
の
発
生
を

最
小
限
に
抑
え
て
、
効
き
目
を
最

大
限
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、

薬
剤
師
な
ど
の
専
門
家
に
相
談
の

う
え
正
し
く
使
う
こ
と
が
大
切
で

す
。

か
か
り
つ
け
薬
局
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　
ど
の
医
療
機
関
で
処
方
せ
ん
を

も
ら
っ
て
も
、
い
つ
も
同
じ
薬
局

で
薬
を
も
ら
い
、
気
軽
に
薬
や
病

気
の
こ
と
な
ど
を
相
談
で
き
る
薬

局
を
「
か
か
り
つ
け
薬
局
（
薬
剤

師
）
」
と
い
い
ま
す
。

　
薬
の
重
複
や
飲
み
合
わ
せ
な
ど

を
確
認
し
て
も
ら
え
、
薬
歴
を
把

握
し
た
う
え
で
の
助
言
が
受
け
ら

れ
る
な
ど
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
薬
が
余
っ
た
時
も
薬
剤

師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

お
薬
手
帳
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　
お
薬
手
帳
と
は
、
安
全
に
薬
を

服
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
医

療
機
関
で
処
方
さ
れ
た
薬
や
薬
局

な
ど
で
購
入
し
た
薬
の
名
前
・
飲

む
量
・
回
数
な
ど
の
記
録
を
残
す

た
め
の
手
帳
で
す
。
こ
の
記
録
が

あ
る
こ
と
で
医
師
、
薬
剤
師
等
の

医
療
関
係
者
に
ど
の
よ
う
な
薬
を

ど
れ
く
ら
い
の
期
間
服
用
し
て
い

る
の
か
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
他
の
医
療
機
関
な
ど
で
薬
を
も
ら

う
と
き
に
も
、
こ
の
お
薬
手
帳
を
見

せ
る
こ
と
で
、
薬
の
重
複
や
飲
み
合

わ
せ
な
ど
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
お
薬
手
帳
は
、
診
察
券
や
保
険

証
と
一
緒
に
管
理
し
、
医
療
機
関

や
薬
局
へ
行
く
と
き
は
忘
れ
ず
に

持
参
し
ま
し
ょ
う
。

※
お
薬
手
帳
が
複
数
あ
る
と
薬
の

重
複
を
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず

1
冊
に
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

薬
を
必
要
以
上
に
欲
し
が
ら
な
い

　
た
く
さ
ん
薬
を
も
ら
わ
な
い
と

不
安
と
い
う
人
が
い
ま
す
が
、
医

師
の
診
察
と
処
方
を
信
頼
し
、
む

や
み
に
欲
し
が
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
薬
を
も
ら
い
す
ぎ
る

の
は
医
療
費
の
増
額
に
つ
な
が
る

だ
け
で
な
く
、
薬
の
重
複
や
飲
み

合
わ
せ
な
ど
に
よ
る
副
作
用
な

ど
、
健
康
被
害
の
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
薬
は
必
要
な
分
だ
け
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。

「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
」
っ
て
聞
い

た
こ
と
あ
り
ま
す
か
？

　
多
く
の
薬
を
服
用
し
て
い
る
た

め
に
副
作
用
を
起
こ
し
た
り
、
き

ち
ん
と
薬
を
飲
め
な
く
な
っ
て
い

る
状
態
を
い
い
ま
す
。
単
に
服
用

す
る
薬
の
数
が
多
い
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
国
保
係

☎
64
―
8
8
0
1
（
直
通
）

薬
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
低

価
格
な
の
に
安
全
性
や
効
き
目
は

新
薬
と
同
じ
と
認
め
ら
れ
て
い
る

後
発
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。
新
薬

に
比
べ
て
価
格
が
安
く
、
薬
代
を

節
約
で
き
ま
す
。

　
自
己
負
担
額
も
安
く
な
る
の

で
、
医
師
や
薬
剤
師
と
相
談
の

上
、
ご
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
希
望
カ
ー
ド
」
は
、
国
保
係
の

窓
口
で
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更

し
て
も
医
療
費
が
安
く
な
ら
な
い

場
合
や
取
扱
い
が
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
国
保
係

☎
64
―
８
８
０
１
（
直
通
）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
に
ご
協
力
を

　
町
で
は
、
腎
臓
等
に
障
害
が
あ

り
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

に
対
し
、
通
院
交
通
費
の
一
部
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
下
仁
田
町
に
居
住
し
、
腎
臓
又

は
小
腸
機
能
障
害
の
身
体
障
害

者
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
方

・
人
工
透
析
、
連
続
的
携
帯
型
腹

膜
透
析
（
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
）
、
中
心

静
脈
栄
養
法
、
経
腸
栄
養
法
の

い
ず
れ
か
を
受
け
て
い
る
方

・
前
年
分
の
町
民
税
が
非
課
税
の
方

・
通
院
に
自
家
用
車
、
鉄
道
、
定

期
路
線
バ
ス
を
利
用
し
、
通
院

距
離
が
往
復
２
㎞
以
上
の
方

●
補
助
額

通
院
距
離
に
よ
り
、
月
額
2
，

6
0
0
円
〜
5
，2
0
0
円
を
上
限
に

支
給

●
申
請
を
希
望
す
る
人

前
回
補
助
を
受
け
て
い
な
い
方

で
、
申
請
を
希
望
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シリーズ　認知症　NO・10
～認知症になっても安心して暮らせる町を目指して～

●「認知症」を疑うような症状がみられた場合、どうしたら良いですか？
☆そもそも、認知症を疑う症状には、５つの中核症状と９つの周辺症状とがあります。中核症状に
は、新しいことを覚えられない・最近のことが思い出せないなどの記憶障害、段取りが立てられな
い・計画できないなどの実行機能障害、その物が何かわからない・場所や人がわからないなどの失
認、言葉がでてこない・意味がわからないなどの失語、服の着方がわからない・道具がうまく使え
ないなどの失行があります。
　　また、周辺症状には、物を盗まれた・いやがらせがあるなどの妄想、そこにいない人の声が聞こ
える・実際にはないものが見えるなどの幻覚、意欲がない・おっくう・反応が乏しいなどの無為無
関心、食べられないものでも食べようとする・同じものしか食べないなどの食行動異常、無目的に
歩き回ったり外にでようとする徘徊、大きな声を上げる・他人をののしる・手をあげたり実際に暴
力をふるうなどの暴言・暴力・攻撃性、昼夜逆転などの睡眠障害、落ち着かない・イライラするな
どの不安・焦燥、気持ちが落ち込む・楽しくないなどの抑うつがあります。以上のどれかにあては
まり、それが続くようならば、病院を受診してください。
　　上のいずれかの症状があれば、すぐに認知症というわけではありません。中には、脳梗塞・脳出
血・硬膜下血腫・脳腫瘍などの病気が原因となって、急に症状が出ている場合もありますので、ま
ずは、主治医にご相談ください。
　　かかりつけの主治医がいない場合には、下仁田厚生病院内科を受診してください。診察・認知症
テスト・頭部ＣＴスキャンなどで、病気かどうか鑑別を行い、病気であるとすれば、どの程度で、
どのような対応が必要かを教えてもらえます。

●先生にまず何を伝えれば良いでしょうか？ご本人の前ですと話しにくいことがあります。どのよう
に主治医の先生にお話をして受診すれば良いでしょうか？
☆必ず、普段から接している家族またはそれに準じた方が、一緒に外来を受診してください。その場
合あらかじめ、「いつから・どのようなことで困っているか・それがどんどん進行しているか・危
険なことはないか・詳しく検査してもらいたいか」などを書いたものを封筒に入れて、受付で「担
当の医師に見てもらって下さい」と、診察前に情報を得られるようにして下さい。
　　間違っても診察室に入ってから、ご本人の前で、「認知症が心配です」等の発言は、その後の診
察がしづらくなることがあるので慎んで下さい。
　　詳しくは、ご本人が別室で検査をしている間に、家族の方からあらためて症状等をお聞きしま
す。周辺症状が強く、さらに専門医を受診した方が良いと判断された場合には、紹介状が出されま
すので、それを持参して専門医を受診して下さい。　

　今回、堀越　勤院長先生に貴重なお話を伺うことができました。
　町には、心強い先生がいらっしゃいます。迷わず、相談してみましょう。
　安心して楽しく、希望を持って生活が送れるような町を目指していきましょう!!

●問い合わせ　福祉課　包括支援係　☎64―８８０4（直通）

「もの忘れが多くなった」「認知症が心配」という時、
先生にどのように相談したら良いでしょう。

認知症は早期発見・早期治療が大切です！

下仁田厚生病院院長

堀越　勤先生にお話を
伺いました！
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約３分間の健康講話が聞けます
月／オーラルフレイル　　　　　　火／アレルギーの薬
水／口の中の痛みについて　　　　木／ダイエットを正しく
金／歯医者を怖がらないために　土日／更年期と鬱
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆１１日（木）　歯科　午後７時半～９時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン３月 ☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（3月～4月）」

富岡保健福祉事務所　3月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

4月23日（金）

3月2日（火）
4月6日（火）

3月26日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　１時４５分

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、歯
科相談、家族計画・授乳・育
児相談、健康相談、離乳食
相談と試食

問診、計測、小児科診察、歯
科健診、歯科相談・希望者
にフッ素塗布、栄養相談と
手作りおやつの試食、健康
相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護
相談、血圧測定、育児相
談、授乳相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和2年12月～令和3年1月生まれ

令和2年9月～10月生まれ

令和2年6月～7月生まれ

令和2年1月～2月生まれ

令和元年7月～8月生まれ

平成31年1月～2月生まれ

平成30年7月～8月生まれ

平成30年1月～2月生まれ

平成２9年7月～8月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

4月９日（金）
予約締切日
４月７日（水）

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医

3月1・8・15・22（月）

3月22日（月）

3月9日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

3月31日（水）まで休止します（期間延長）
富岡甘楽新型コロナ発熱外来の実施期間延長に伴い、発熱以
外の休日診療は下仁田厚生病院(☎82-3555)、または公立富
岡総合病院(☎63-2111)が対応します。ただし、公立富岡総合
病院は時間外選定療養費(3,300円税込)がかかります。
小児科の受診は、公立富岡総合病院休日の小児救急診療、ま
たは小児科病院群輪番制の当番病院での受診となります。

広
報しもにた

『知って実践フレイル予防』

3月の予定

問い合わせ：福祉課　包括支援係　☎64-8804（直通）

内　　容：地域包括支援センター保健師による
　　　　　①フレイル予防について　②楽しく体を動かそう　③簡単お口の体操　等
申し込み：3月から参加希望の方は、前日までに包括支援係へお申し込みください
定　　員：10人 ※定員を超えた場合は、会場の変更等をお願いする場合もあります

※新型コロナウイルス感染状況に応じて変更の可能性あり

会　場
西牧活性化センター
交流防災ステーション

（道の駅）
下仁田町公民館

実施日
９（火）

22（月）

15（月）

時　間
１３：３０～１４：３０

１３：３０～１４：３０

１３：３０～１４：３０

当日は下記を確認の上、ご参加を♥
●風邪症状等、普段の体調とお変わりないですか？  ●出かける前に体温測定（会場にも体温計を準備します）
●マスク着用忘れずに　●飲み物を持ちましょう

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆３月７日（日）小栁由里子先生（青葉クリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院　救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療
　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で
相談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか
迷った時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　＃８０００
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談

　新型コロナウイルス感染症が報道されはじめ、1年が経ちました。運動不足、会話の減少、閉
じこもりなど・・・フレイル（虚弱）の進行に影響します。今後も感染症予防＋フレイル予防
が必要です。
　転びやすくなっていませんか？健康状態の変化や気持ちの落ち込みは無いでしょうか？
出かける機会が減っていますが、散歩やお買い物の際、歩数を意識して歩いてみましょう。
テレビ体操や、参加していたいた教室の内容を振り返り、ご自分に合った運動を、楽しく続け
る事が大切です。「どんな運動があるの？」と思った方は、お気軽に地域包括支援センターへ
お問い合わせください。
　筋肉は主にたんぱく質からできていますので、肉・魚・大豆製品・卵・乳製品等たんぱく質
を意識して食べましょう。（腎臓病など食事に制限がある方は、主治医の先生にご相談を。）
　おいしく食べて、元気に動いて、楽しみを持って1日1日を大切に。

健康健康
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約３分間の健康講話が聞けます
月／オーラルフレイル　　　　　　火／アレルギーの薬
水／口の中の痛みについて　　　　木／ダイエットを正しく
金／歯医者を怖がらないために　土日／更年期と鬱
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆１１日（木）　歯科　午後７時半～９時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン３月 ☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（3月～4月）」

富岡保健福祉事務所　3月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

4月23日（金）

3月2日（火）
4月6日（火）

3月26日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　１時４５分

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、歯
科相談、家族計画・授乳・育
児相談、健康相談、離乳食
相談と試食

問診、計測、小児科診察、歯
科健診、歯科相談・希望者
にフッ素塗布、栄養相談と
手作りおやつの試食、健康
相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護
相談、血圧測定、育児相
談、授乳相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和2年12月～令和3年1月生まれ

令和2年9月～10月生まれ

令和2年6月～7月生まれ

令和2年1月～2月生まれ

令和元年7月～8月生まれ

平成31年1月～2月生まれ

平成30年7月～8月生まれ

平成30年1月～2月生まれ

平成２9年7月～8月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

4月９日（金）
予約締切日
４月７日（水）

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医

3月1・8・15・22（月）

3月22日（月）

3月9日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

3月31日（水）まで休止します（期間延長）
富岡甘楽新型コロナ発熱外来の実施期間延長に伴い、発熱以
外の休日診療は下仁田厚生病院(☎82-3555)、または公立富
岡総合病院(☎63-2111)が対応します。ただし、公立富岡総合
病院は時間外選定療養費(3,300円税込)がかかります。
小児科の受診は、公立富岡総合病院休日の小児救急診療、ま
たは小児科病院群輪番制の当番病院での受診となります。

広
報しもにた

『知って実践フレイル予防』

3月の予定

問い合わせ：福祉課　包括支援係　☎64-8804（直通）

内　　容：地域包括支援センター保健師による
　　　　　①フレイル予防について　②楽しく体を動かそう　③簡単お口の体操　等
申し込み：3月から参加希望の方は、前日までに包括支援係へお申し込みください
定　　員：10人 ※定員を超えた場合は、会場の変更等をお願いする場合もあります

※新型コロナウイルス感染状況に応じて変更の可能性あり

会　場
西牧活性化センター
交流防災ステーション

（道の駅）
下仁田町公民館

実施日
９（火）

22（月）

15（月）

時　間
１３：３０～１４：３０

１３：３０～１４：３０

１３：３０～１４：３０

当日は下記を確認の上、ご参加を♥
●風邪症状等、普段の体調とお変わりないですか？  ●出かける前に体温測定（会場にも体温計を準備します）
●マスク着用忘れずに　●飲み物を持ちましょう

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆３月７日（日）小栁由里子先生（青葉クリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院　救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療
　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で
相談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか
迷った時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　＃８０００
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談

　新型コロナウイルス感染症が報道されはじめ、1年が経ちました。運動不足、会話の減少、閉
じこもりなど・・・フレイル（虚弱）の進行に影響します。今後も感染症予防＋フレイル予防
が必要です。
　転びやすくなっていませんか？健康状態の変化や気持ちの落ち込みは無いでしょうか？
出かける機会が減っていますが、散歩やお買い物の際、歩数を意識して歩いてみましょう。
テレビ体操や、参加していたいた教室の内容を振り返り、ご自分に合った運動を、楽しく続け
る事が大切です。「どんな運動があるの？」と思った方は、お気軽に地域包括支援センターへ
お問い合わせください。
　筋肉は主にたんぱく質からできていますので、肉・魚・大豆製品・卵・乳製品等たんぱく質
を意識して食べましょう。（腎臓病など食事に制限がある方は、主治医の先生にご相談を。）
　おいしく食べて、元気に動いて、楽しみを持って1日1日を大切に。

健康健康
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日

33

人口
　男
　女
世帯

（　19）
（　11）
（　 8）
（　 3）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

6,988人
3,433人
3,555人
3,273世帯

転入  4人/  出生 0人
転出  13人/  死亡 10人

（2月1日現在）

（1月中）

下仁田町下仁田町

広
報 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２１年２０２１年 No779

月月

プライド・イン

新たなチャレンジをする

創業の地

1月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（幸　子）　
（横川榮子）
（厚　子）　
（孝　一）
（孝　典）
（古　夫）　
（　誠　）

下　町
横　間
川　井
吉　崎
横　間
土谷沢
宮　室

石田　孝司　
廣澤　八重子
内田　正明
今井　利夫
工藤　髙
赤岡　のぶ子
小瀬　かつ子

有
料
広
告

有
料
広
告
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トピックス

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

有
料
広
告

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から下記の通り営業時間を
変更させて頂きます。※①
10：00～20：00（最終入館は19：30となります）※①当面の間

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から下記の通り営業時間を
変更させて頂きます。※①
10：00～20：00（最終入館は19：30となります）※①当面の間

営
業
時
間

急
募

皆様のお越しをスタッフ一同、お待ちしております。皆様のお越しをスタッフ一同、お待ちしております。

いっしょに働きませんか？正社員大募集!!いっしょに働きませんか？正社員大募集!!
社員　２名
①フロント担当：施設の受付業務、シフト管理、売上金管理他
②調理師：料理全般他
賃金：月給20万円～40万円、交通費支給、社会保険完備、週休二日制（シフト制）

社員　２名
①フロント担当：施設の受付業務、シフト管理、売上金管理他
②調理師：料理全般他
賃金：月給20万円～40万円、交通費支給、社会保険完備、週休二日制（シフト制）

憩いと癒しのひとときを当館で憩いと癒しのひとときを当館で

営業時間短縮のお知らせ営業時間短縮のお知らせ

地域おこし協力隊の定住と起業

ピザ店「オーダーメード」ピザ店「オーダーメード」

伝統的な下仁田ねぎの
生産方法継承による地域活性化

伝統的な下仁田ねぎの
生産方法継承による地域活性化

旧まるへい様（百珍館跡） https://www.facebook.com/tongkouduhttps://www.facebook.com/tongkoudu

３月オープン!!３月オープン!!


